あたしが思うに、この世で最も大切にしたくなる男はＭ男だと思う。

大切にされたいし、大切にしたい。

ひょっとしてこれが愛なのかもしれないけど、私はまだそれを受け取ったことがないから良く分からない。

　一度きちんとＭ男からそれを受け取ってみたいものだわ。
仮題１
《第一章》
　
２６年前、つまり私が生まれた年から恋の神様はバカンスに出かけたようで、私は男と付き合ったことがない。

　つまり私は処女だ。

　キスの味も知らないし、男と肌を重ねたこともない。

　

　正直に言うと、多分恋の神様はバカンスに出かけたのではなくて、私の背の高さや体格に問題があって、神様でも解決できない状態にあるのだと思う。

　具体的な話、私の体格は『炉』なのだ。

　男を知らない理由はもう一つ有る。

　私は、私が教師を勤めるこの学園の卒業生だ。エスカレーター式に幼稚園から大学まで上がったせいで男を知らない。
　だって、この学園は基本女子校だから。

　教師はもちろん理事長、校長から幼稚園の生徒に至るまで全て女性のみ。
　結果恋もせず、男も知らず、２６まで処女のまま。

　もちろん胸は膨らまなかった。

　私は自分の体系や自分が処女であることを強く恥じている。

コンプレックスに感じている。

　

　だが、そんな私に恋の神様はチャンスをくれた。

　つまりは、学園に初めて男子が来る。

　ついにわが校も共学になったのか・・・と思うだろう？

　違う。

　公式には共学だが、実質女子のための男子入学・あるいは転入を認めたのだ。

　女子のための男子・・・つまりは女子に奉仕してくれる男子限定で入学を認める。

　女子に奉仕してくれる男子などという回りくどい言い方は、あまり説明に向いていないかもしれなかったかもしれない。
　訂正する。

　マゾヒズム性癖を持ち、女子を敬い、女子を崇拝する男子に限り入学を認める。

　わが校は一応エリート校だ。

　卒業生の生涯年収は一般的なサラリーマンの３倍から４倍が普通。
　一般的な大卒のサラリーマンが生涯年収３億円程度ならわが校の卒業生は、９億から１２億程度。

　月収換算すると、おおよそ１８０万円から２５０万ぐらいがわが校の卒業生では適正な給与といえる。もちろんこれはボーナスを含めた年収から逆算したものなので、実際の月の手取りは半分程度、９０万から１２５万ぐらいだろう。

　私はまだ２年目の新米教師なので、手取りで９０を少し超えたくらいしかもらえていないが・・・。

　話を戻そう。

社会に出てこのくらい稼ぐ女性となると、悲しいことに伴侶となる男性は二つに一つしかない。

　妻の年収には遠く及ばず、半ばヒモ状態でプライドを守るためだけに働く惨めな男か、ハイリスクを取って起業し成金になった小金持ち、あるいは生まれた時から金持ちのボンボン。

　惨めな普通の男か、金持ちか。

　この２パターンだ。

　どちらにせよ彼らを伴侶として幸せな人生がおくれるかと考えた時、どこか薄幸の香りがするだろう？
　私たち女性は特にソウイウモノが苦手だし、嫌いだ。

　だがここに一つだけ抜け穴がある。

　マゾな男子だ。

　彼らは私たちを金持ちのように軽く扱ったりしない。むしろ私たちの意志や行動を最優先にしてくれる。
　お金は十分に私たちが稼げる。下手に「男のプライドが～」等と言って、心のどこかで女を侮辱したりしない。

（分かっていない男性が多いが、男性の頼れるところはお金だけではない。強さやタフさ、優しさは女より男の方が深く、熱い。これは誇りに思って良いと思う。まぁ、処女の私が言っても説得力は無いのだが・・・）

　つまり私やこの学園の生徒にとって、Ｍな男子は最上級の　“恋の相手 ”なのだ。

　だからわが校ではマゾヒズ性癖を持つ男子に限り、今年から入学、転入を認めた。

いや、求めた。と言う方が正しい。

日本中の学校のＭ性癖の可能性がある男子に入学・転入試験を受けないかと手紙を出し、入学金その他全ての学費・あるいは学園生活にかかる費用を全額学園側が負担すると言う条件を全面に押し出した。

そして今日、私が受け持つこの３年Ｂ組に、待望の男子が転入する。

私は２６歳。

相手が高校三年の１８歳なら誰にも文句は言われまい。

今のうちにしっかりツバを付けておいて、卒業したら結婚しよう。

一般的に、まだ会ってもいない男子にこんなことを思うのはおかしいと思うかもしれない。

でも私は、転入の際の書類に張られた彼の写真を見て大好きになってしまった。

撫でたい。

愛でたい。

モフモフして、いい子いい子して…。

それから悪いことをしたら、子供のようにお尻をペンペンして…。

私が子供の頃先生によくされたように、他の生徒が見ている前で浣腸もしよう。

真っ赤なお尻を晒しながら浣腸された時、きっと彼は悶えてくれるだろう。

あああ。

早くその表情が見たい。

想像する前の、そういう想像をしようと思っただけで太ももが湿っぽくなってしまう。

構うものか。

彼に対する思いが募る楽しさに比べれば、下着の交換などなんの苦にもならない。

さぁ、朝が来る。

彼が初登校する朝が・・・。

《第二章》
・・・遅い。
まだ来ない。

もうホームルームを始めないといけない時間だ。

なぜ来ない？

もしかして私の欲望に感づいて、逃げてしまったのだろうか？

だとしたらちゃんと謝るから、学園に来て欲しい。

初日から遅刻だなんて・・・。

・・・。

これはもしかしたら初日からしっかりお仕置きして欲しいと言う、Ｍ男子なりのオネダリなのかもしれない。

なんとなくそんなことを感じながら私は、ホームルームに向かわなければならない身体を職員室の椅子に預けたまま、動かないでいた。

他の先生はもういない。

当たり前だ。

皆、受け持っているクラスか、各準備室に向かってしまった。

広い職員室にただ一人。

私は彼を待つ。

・・・。

ダメだ。

我慢できない。

優しく接してあげようと思ったが、やっぱり厳しく接しよう。

初日から遅刻なんて許せない。

こんなにあたしは期待しているのに、それを初日から裏切るなんて許せない。
だから私は懲罰室のケイン（籐で出来たお尻叩き用のムチ。イギリスが本場だが、シンガポールでも盛んに教育現場で採用されている）を自分の机に置いた。

それから浣腸器。

浣腸液の自重でどんどんア○ルが苦しくなる一番きついタイプだ。

この二つは私が人生で受けた体罰の中で最も恥ずかしい体罰だった。

いきなり遅刻したＭ男子には、いきなり一番恥ずかしいお仕置きが妥当だろう。

そうだ！

首輪も付けさせよう。

犬のように引き回すのも乙に違いない。
ああ、いけない。

股がまた湿っぽく蒸してきた。

せっかく蒸れないように大きめのワンピーススカートを着てきたのに・・・。

《第三章》
「遅いっ！！！」

　私が怒鳴ると、彼はビクっと肩を震わせて、うつむいた顔をさらに深くうつむかせた。

　申し訳無さそうにしている男子というのはそれだけで可愛いし、もっと可愛くなって欲しいと思ってしまう。

　つまりもっと「申し訳ない」という気持ちを募らせてやりたくなった。
　だってそっちの方が可愛いから。

　私は彼のズボン、とりわけ股間に視線を落とした。

　男性の制服であるズボンが目新しいと言うこともあったけど、それ以上にこの中に男の象徴が収まっているのかと思うと、どうにも見たくなる。

　私は父の股間でチ○ポというものを見たことがあるが、それ以外では無い。

　包茎だろうか？

　それとも短小？

　もしかしてマゾのクセにズル剥けのぶっといのが出て来るのだろうか？

教師としてまずは、そこから確認するのも悪くない。

　
「脱ぎなさい。ズボンとパンツ。
初日から遅刻する生徒には懲罰が必要だわ。

　秩序を乱す人間には罰がある。

　当然よね。

　さ、脱ぎなさい」

「・・・そんな・・・でも、僕・・・」

　彼は聞いてもいないのに、言い訳を始めたわ。

　もちろん最後まで聞いてあげるつもり。
　だってその方が長く彼と二人でいられる時間が増えるから・・・。

　

　でもその言い訳は聞くに堪えない作り話だった。

「転校初日に、交差点で頭をぶつけた？

　それも二度、金髪ボインと黒髪メイド服に？

　別々の交差点で？

　そして金髪ボインちゃんに言いがかりを付けられて、いろいろとお世話をしていたらこの時間になってしまった・・・？

　つまりはそういう話？」

「・・・はい。

　信じてもらえないかもしれませんが・・・」

「当たり前でしょっ！？

　作り話にしてももう少し面白くおかしく、お話しなさい」

「・・・でも、本当なんです・・・」

　

　正直に言うと、私はその話が嘘だとは思っていなかった。

　多分ウチのクラスの “あの女子たち ”だ。

　バッチリ、心当たりがある。

　一人、彼の言うところの金髪の女は未華子で間違いない。

　この学園の理事長の娘。

　私の天敵。

　一生徒の分際で「将来理事長の席を譲る」と、他ならぬ現理事長が公言しているせいで学園内ではまるで覇者のように振舞っている。

学園の権力は彼女に集中しているといっても良い。

だがもしも未華子が未華子だけだったのなら、私は負けたりしない。

　未華子よりも、厄介なのはその未華子に、文字通り絶対服従を決め込む仄火の方だ。
　とてつもなく。

　とてつもなく意思が固く、頭が回る。

　論理でこの女に勝てるのは事実上不可能だとさえ思える。

　少なくとも私は挑まないし、挑まれないようにしている。

　自分が負けると分かっていて、突っ込むのは馬鹿のすることだ。

　問題は。

　私の目下最大の問題は、この二人が私のクラスの生徒だということだ。

この二人が組むと、（というかいつも二人セットなのだが・・・）どうにも手がつけられない。

　権力と理論の両輪が回って、手が付けられなくなるのだ。

　恐らくは、私よりも先にツバを付けようと目論んだのだろう。
　・・・全く。

　まぁ、でもそんなことはおくびにも出さないで私は彼の責任を追求することにした。

　追加罰の口実が出来たのだから。
「先生は、そういう嘘で誤魔化そうとする生徒には、もれなくお仕置きを追加することにしているの。

　そうね。

　遅刻の罰は、このケインでお尻叩き１５回。

　嘘をついた罰は、この浣腸器でお酢のお浣腸。

　先生が言いと言うまで、浣腸器を抜いてはダメよ。

　いいわね？」

「・・・・・・・・・そんな・・・」

　正直、Ｍ男子と言うのは総じて、嬉しそうな顔をしてお仕置きを受け入れるものだと思っていたが、それは間違った知識だった。

　少なくとも彼は、そうではなかった。

　お仕置きは・・・嫌なようだ。

　嫌というよりも苦手、あるいはお仕置きをさせてしまって申し訳ないといった表情をしている。

　もの悲しそうな顔のまま、うつむいて黙っている。
　このまま彼の顔を下から覗き込むようにして眺めているのも楽しいのだが、作り笑顔ならぬ『作り怒顔』というのは意外に大変だし、なにより一刻も早くお仕置きをしてあげたい。

　だから私は眉間に力を入れて、怒った表情のまま彼のベルトを引っ張って外し、さっさと脱がせた。
　彼のズボンと、そしてパンツを。

　抵抗は出来ないがオチ○チンは見られてたくないといった顔のまま硬直する彼は、とても、とても・・・、最高に・・・、可愛かった。

パンツを脱がせる時に「・・・やっ」って可愛い声で泣いたのもかなり好印象だ。
　パンツは純白のシミのないブリーフを期待していたが、実際は青のトランクスだった。

　ここはおいおい、白のブリーフ以外履けないように指導する必要があるだろう。

「さ、手を机につきなさい。
　踵を上げて、お尻を高く突き上げるの。

　頭は下げてもらえる？

　そう。いい子ね。

　それから舌を噛まないように歯を食いしばりなさい。

　始めるわよ？」

　Ｍ男子として入学を許可されるだけあって、彼はすんなり言われたとおりのお尻叩きのポーズを取れた。
　

　・・・なぜだろう。
　彼の生のお尻を見たら、急に胸がきゅんとなってしまった。

　不快感の有る胸の締め付けではない。

　むしろこの感覚を、もっと欲しくなる。

　自分でも目尻の辺りがトロンと垂れ下がっているのが分かった。

　初めての感覚。

　肌全体がむずがゆくなる。

　言葉にすると、嫌な感じに聞こえるかもしれないが・・・でも全然不快じゃない。

　むしろもっと味わいたい。
　試しに顔の前で手を軽く振ったら、いつもどおりの風が頬に当たるのに、いつもなら絶対感じない期待感のようなものが手の平から、胸までぶわっと吹きつけてきた。
　・・・最高だ。

　これが、男にお尻を出させる快感・・・。
　お尻を突き出させて、お尻を叩く前の期待感・・・。

　あああああ。

とっっても、凄い❤

最高の感覚。

だから、私は何も言わずに彼のお尻にケインをヒュンっと叩きつけた。

だってもう我慢できなかったのだ。

そしたら彼は可愛い声で泣いてくれた。

まるで女の子みたいに・・・。

私は、・・・もうそこからはわけ分からなくなってしまって、腕を高く振り上げてからケインの先を素早くお尻に付けるだけの、お尻叩きの基本をぼそぼそと口にしながら、ただただ私が叩くたびに赤くなるお尻を眺めていた。

そして彼は、お尻を叩かれるたびに足をバタバタさせていた。
多分痛いのを我慢するのと、お尻叩きのポーズを解除しないよう必死だったのね。

良い心構えだと思う。

それから段々彼のお股の下にぶら下がっている可愛いタマが、きゅんきゅんと縮み上がって行くのが見て取れた。

雑誌の「Ｍ男の気持ちと可愛い仕草」特集に、興奮している時のＭ男はタマが、痛い時と怖い時はサオが縮み上がると書いてあったが、どうやら本当だったようだ。

私のお尻叩きで興奮している❤

嬉しい。

すっごく嬉しい。

すっごく、すっごく嬉しい❤

だからついつい手首のスナップを必要以上に利かせて、あなたに必要以上に痛い思いをさせてしまっていることはどうか許して欲しい。

それから、あなたのお尻の赤くないところはもう、・・・無くなってしまった。

これ以上叩いたら、お尻の下で血管が破裂して、青くなってしまうだろう。
青くなったら、せっかくのマゾ尻に痣のシミが残ってしまう。
それはそれで可愛いのだけれど、今はまだ我慢。
・・・我慢だ。

結婚したら、痣だらけのシミだらけなお尻に変えても良いが・・・。

今はまだ教師と生徒の関係。
我慢、我慢。

気が付いたら、彼は泣いていた。

文字通り媚びるように、可愛く・・・。

（なんで、こんなに頭を撫でてあげたくなるくらい可愛い表情が出来るの？？？）

　私は、無意識のうちに机に両手をついてお尻を突き上げたまま泣きじゃくる彼を、頭ごとぎゅっと抱きしめていた。
　彼の涙が私の膨らまなかった胸にポタポタこぼれたけど気にしない。

その間ずっと、彼の嗚咽が私の耳を優しく癒してくれたのだから。

　

　私はひとしきり彼の頭をぎゅーっと抱きしめてから、下がり始めた彼のお尻をケインでペチペチして、もう一度お尻を高く突き上げさせた。

　理由はもちろん、ア○ルにお浣腸を差し込むため。

　女の子の中でも厳しい家庭に育った方なら経験があると思うが、浣腸にはつらさと痛さのランキングというものがある。

　一番軽いのは、イチジク浣腸みたいな少量で痛みのないタイプ。

　これはただウンチを我慢させて、お腹がぐるぐる鳴るのを耐えさせるだけのもの。

　二番目は、浣腸器の中でもシリンダータイプのもの。

　これは浣腸を “してあげる側 ”の加減で浣腸液の量が変わるから、お仕置きを受ける側はどうしても従順にならざるを得ない。特に素行に問題の有る生徒は毎日でも、このタイプのお浣腸をされるのが普通。

　実際、ウチの学園でも不良っぽい、素行の悪い生徒は毎日、年下の風紀委員の女子から浣腸をされている。大勢の前で年下に浣腸されて従順になるくらいなら、不良辞める方が幸せだろう？

　成果は上々だ。
　最後が、今彼のお尻につないでいる自重タイプの浣腸器。

　これは常に浣腸液が、その自重でお尻に流れ込むので、めちゃくちゃにつらい。

　お尻にチューブがつながっている間、ずーっとア○ルをぎゅっと締めていなければ無いし、同時にお腹のぐるぐると、ウンチの我慢の３つが同時に襲ってくる。

　しかも、常に痛みや排泄したいという焦燥感の脳内ゲージが上がっていく。

　常につらくなる度合いが上がっていくのは、本当につらい。

　
余談だが、クラスでテストの点が最下位の生徒は、このお仕置きを受けてもらうことになっている。

　まぁ、中間試験や期末試験の後のちょっとしたレクレーションといった所だ。

　

　そんなわけで私は自重タイプの浣腸器の扱いには慣れていた。

　

　私はまず、彼のア○ルにチューブの先っちょを突っ込むために彼のお尻をむにーっと広げた。
　思ったとおり。

マゾア○ルは、毛も生えていないし、ピンク色でシワも少ない。

正直なところ、擦れて黒ずんでいるような汚いア○ルじゃなくてほっとした。

とても綺麗。

例えるなら、若い女の子の唇みたいな色艶。

思わず、指でプニプニ押してしまった❤
彼が「ひゃんっ！」と泣いて、マゾア○ルをすぼめたのは御愛嬌。

敏感なア○ルは、やはり良い。

それだけで、Ｍ男子としての質の良さが伺えるというものだ。

チューブの先っちょは、男性の亀頭と同じ形になっている風船タイプだ。

　差し込みやすい上に、抜けにくい。

　もしも抜けそうになると亀頭のカリがア○ルの肉壁をゴリゴリ擦ってくれるように出来ている。

　男子のア○ルに突っ込むには、最も恥ずかしい形状だろう？
　しっかりア○ルに差し込んだら、風船に空気を入れる。

　そうしたらもう、括約筋だけで絶対に抜けない。

　もちろん手で引き抜くのも不可能だ。

　自分では、中の空気は抜けないように出来ている。

　誰かが空気の栓を抜いてくれない限り、絶対に抜くことは出来ない。
それを軽くローションで濡らして、彼のア○ルにそーっとゆっくり時間をかけて入れた。

　意外とスムーズに入っていく。

　多分、マゾ男子たるものア○ルで女性を受け入れるために、ア○ルは締め付けがよく、且つ伸縮性が有るア○ルである必要があるのだろう。

　すぐに空気を入れ、亀頭型の先っちょが外れないようにした。

「うぐぅ・・・」って彼がくぐもった低い声を上げたのが、妙に嬉しかった。

　男の人しか出せない苦しい時の声だったから、そう感じたのか。

　あるいは彼のア○ルの中を、この私が埋め尽くしたことが嬉しいのかもしれない。

　浣腸液はお酢を入れておいた。
もちろん、純度１００パーセントのお酢。

　普通は薄めて薄めて、ほとんどお酢なんて入っていないような水溶液を浣腸液に使うのだが・・・。

　今日はこのまま彼を他の生徒に見せるから、できるだけ色のついた浣腸液にしたかった。

　かといって、ジュースというわけにも行かない。
　厳しい教師という私のポジションもある。

　だから、純度１００パーセントのお酢。
　スーパーに売っている家庭用のお酢そのものだ。

　本当に・・・、本当につらいと思うけど、お仕置きをしてくれる女性の都合もあるのだからそこは我慢して欲しい。

　それにあなたがつらそうな顔をすればするほど、女子生徒たちは理解する。

　「あのＭ男子はもう、先生のものだ」ということを・・・。

　

　彼は、最初のお酢がお尻の中に入り込んだ瞬間、びっくりするくらいの大声で喚いてくれた。

　多分、廊下どころか少し離れた教室でも聞こえただろう。

　それから顎をカチカチ鳴らしながら、「もう遅刻しません。もう遅刻しません」と何度も何度も口にして、許しを懇願している。
　私はびっくりしたことを彼に悟られたくなくて、一呼吸息を飲んでから言葉を発した。

「そう。反省してくれて嬉しいわ。

　でもこんな大声を上げるなんて野蛮よ？

　野蛮な男子を女子ばかりの教室に連れて言うのは、少し問題があるわね。

　そうだ！

　これを付けなさい。

　先生が暴れても良いように、リードを引いてあげるわ！」

　私はさも、今思いついたようにそう言うと、彼の首に首輪をつけた。
この学園で飼っている大型犬のお下がりの首輪、理事長が迷い込んだ野良犬を飼うのに使っていたものだ。

　もっとも今では犬の方が大きくなりすぎて、人間の首には巻けてもその犬の首には巻けないのだが・・・。

　もちろん首輪にはリードを付けている。
　当然、リードの先は私が握った。
　これで彼は私の飼い犬同然だ。

「さ、そろそろ授業が始まるわ。

　教室に案内してあげるから、行きましょう」

「えっ！？　

　この格好でですか？」

「当たり前でしょ？」

「でも、お浣腸されているから、パンツもズボンも・・・」

「それから首輪も？」

「・・・はい」

「全部、あなたが遅刻したのが悪いのだから、仕方が無いでしょう？

　それに当学園での懲罰は、他の生徒に晒されるのが普通です。

　他の生徒の戒めにもなりますからね。

　だからあなたは、お尻丸出しのお浣腸を刺したままで授業を受けなさい。
　私が良いと言うまで、首輪を外すことも、お尻を手で隠したりすることも、パンツやズボンを履くこともダメよ。

　もしそういうことをしたら、追加で罰を与えるわ。

　分かったわね？」

「・・・・・・そんな・・・」

「それから、万に一つもお尻のものは抜けないでしょうから、抜こうと試すのは許してあげるわ。でも、本当に抜いたら、その場であなたのウンチがばら撒かれることになるってことは良く覚えておきなさい。
　いいわね？」

　私が、まるで成績年間最下位の生徒を叱るような、厳しい口調で彼を見下ろしながらそう宣告すると、彼は黙ってうつむいてしまった。

　女性に逆らったり、反論したり、わずらわせたりしない。
　でも、つらいものはつらい。

　そういう気持ちがはっきりと見て取れるマゾ男子らしい態度だった。
　でも、もう一歩踏み込んで「分かりました。お仕置きありがとうございます」ってちゃんと目を見ていって欲しかったというのは、過度な期待だろうか。

　ここもおいおい調教しなければ、といった所か。

「あの・・・・・・・」

「なにかしら？」

「その・・・・・・遅刻して申し訳ありません・・・でした・・・」

・・・ふむ。

　前言撤回。

　お礼も理解も示すことはできなかったが、ちゃんと反省は出来ているようだ。

　そういう態度に免じて、少しだけ頭を撫でてやろう。

「そう。いい子ね」

　

　私に頭を撫でられて、彼はパンツを足首にかけたまま蕩けるような吐息を一つ吐いた。
　とりあえず、ここから先は生徒たちも知っていることだし、とりわけ解釈に余地は無い。

どうしても私が話さなければならないのであれば、私なりの解釈で通させてもらう。
結果、生徒が異論を挟むことになる可能性を孕んでいるが、私は大人として甘んじて彼女らの挑戦を受けよう。

《第三章》
私は彼を教室に案内しなければならなかった。

同時に学園内で、彼に最初にツバをつけたのが私だと公示する必要があった。

だから彼は、下半身裸のまま、浣腸器を挿したままで教室まで連れ歩く。

この時間ならホームルームは終わっているだろう。

ホームルームと１時間目の間。

つまりほとんどの生徒が廊下に出ているということだ。

この時間に合わせて私は彼を教室まで案内することにしたのだ。

公衆の面前で彼の痴態を晒し、彼がどれほど私から被虐し、喘いでいるかを他の女に見せるために。

彼の、真っ赤に晴れ上がって時折ピクピクと痙攣するお尻。
上履きを引きずるように内股で歩く両足。

誰もが一目で分かるお尻に突き刺さった浣腸器のチューブ。

自らの手で持ち上げていなければならないたっぷり多めにお酢の入った浣腸器。

私がリードを引く、首に巻かれたお古の首輪。

そして何よりも、処女なら誰もが驚く勃起したオチ○チン。
かく言う私も彼のオチ○チンが職員室を出た瞬間に勃起し、膨れ上がるとは思わなかった。

こんなにも大きくなるものだったとは意外でならない。

こんな大きなものが果たして自分の中に入るのだろうか？

今までは、自分の指くらいの物しか入れたことが無い。

しかし、これは明らかに「オラナミンＣ」の瓶くらいの太さが有る。

トイレットペーパーの芯よりも少し細いがより長い、と言った方が正しいかもしれない。

・・・。

正直に言うと、とうてい挿入できるとは思えなかった。

しかも、彼のオチ○チンは包茎だ。

仮性包茎と言うヤツなのだろうか？

亀頭の先から、申し訳程度にピンク色の尿道が見えている以外は、皮に包まれている。

・・・ありえない。

皮を剥いたら、どうなるのだろう。

私はドギマギする心を、深呼吸で抑えながら（といっても実際は呼吸が浅く早くなっていたが・・・。）、彼の首をリードで引いて歩き出した。

このマゾチ○ポを、男を知らない初心で嗜虐欲に満ちた女生徒に見せるために。

階段を上がって教室のある階まで上がると、「わっ」と声が広がった。

無論、声の主は女生徒たち。

そして廊下の両脇に、まるで花道を作るかのごとく並んだ生徒が私たちを見ていた。
否。

彼女らが見ていたのは私ではなく、彼だ。

彼の勃起したオチ○チン。

ギンギンにいきり立ったオチ○チンとは対照的に、どんどんうつむいて暗くなってゆく彼の表情。

犬のように引かれる無様な姿勢。

ア○ルに突き刺さった浣腸器。

私がしっかり叩いて、真っ赤に腫れ上げたお尻。

それらを見て、彼女らは興奮しているのだ。

これから自分もああいうことを男子に出来るようになるのだと、妄想して・・・。

生徒たちは声を上げて笑う者もいれば、仲の良いグループで固まって彼の身体や顔を値踏みしあう者、そしてただただ黙って彼を見つめる者。
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私は彼を自分の教室まで連れてゆくと、今どきあり得ない程デカデカと、黒板に彼の名前を書いて、彼に自己紹介をさせることにした。

普段はつまらなさそうにおすまししている生徒たちも、今日だけはおしとやかに椅子に腰掛け、私の言葉を待っている。
何があってもこの先楽しいことしか起こらないと彼女たちは知っているのだ。

彼女らの楽しみの生贄となるのは、もちろん彼。

彼は黒板の前まで私に引っ張られてちょこちょこと歩いてくると（男らしく歩けないのは、恥ずかしいからだけではなく、浣腸で今にもウンチが漏れそうだからだと思う。全身が脂汗でびっしょり濡れていた）、クラスいっぱいに埋まった女子生徒たちの前に立った。
彼は左手でオチ○チンを隠すように立って、震えている。

だから、私は彼の叩き慣れたお尻をスナップを聞かせた平手でパチンと叩き、彼を叱った。

「いつまでオチ○チンを隠しているの？

　ここは女の園よ。

　男は女よりも立場は下なの。

　隠し事なんて許されないわ。
　その手をお尻の後ろに回しなさい。

　自己紹介しながら、女子生徒の皆さんにオチ○チンを見てもらうのよ！」

　自分で言うのもなんだが・・・。

　よく出来た叱り文句だと思う。

　どこにも反論の余地が無いことは誰の目にも明らかだ。

　彼は中々観念できないようで、瞳をぎゅっとつぶり、奥歯を震わせていた。

その姿に、私だけでなくその場にいた全ての「女」が熱い、狂おしい吐息を吐いた。

　なんて可愛い表情をするのだろう。

　愛でたい。

　キスして、いい子いい子して、頬にキスをして、謝らせたい。

「ちゃんと御挨拶します。マゾチ○ポを隠して申し訳ありませんでした。許してください」と懇願させたい。

　そう思っただろう。

　少なくとも私は、強くそう思った。

　

　一方女子はニヤニヤとした表情に変わる者、嫌味の有る目つきに変わる者、そして目がトロンとして頬を緩ませる者。そういう者が大多数を占めていた。

　そうでない女生徒は口を両手で塞ぎ、目を大きく見開いて、彼を驚きの目で見つめていた。

　一方私は正直に言って少し不満だった。
　ちゃんと御挨拶できない彼が、だ。

　理由は、自分でもはっきりと分かっている。

彼は私のモノだと示したいのに、私の命令通りに動けないでいる。
挨拶さえ出来てはいない。

　それが不満なのだ。
　

　誰だって自分の家の犬が一番可愛いと思う。

　私だってそう思う。

　だが、人前で躾通りに動けない馬鹿犬ほど、主人を苛つかせるものは無い。

　
　生徒たちも、一向に御挨拶を口にできない（オチ○チンは勃起して、いきり立っているのだから、自らが “恥 ”で勃起してしまうマゾだと挨拶しているようなものだが・・・）彼に不満を抱き始めたようだ。
　女子生徒たちの顔が徐々に苛つき、怒り、失望に変わってゆく。

　正直に言って、私は彼を他の生徒たちに壊されたくなかった。

　卒業後は私が独占するのだから、当然といえよう。

　だから、あまりに彼が他の女生徒に嫌われるのは避けたい。

　出来れば、クラス中の女子から可愛がられ、愛され、庇護下に置かれている彼をかっさらいたいのだ。

　私は彼に助け舟を出すことにした。

「あらぁ？

　中々御挨拶できないみたいね。

　仕方ない。

　じゃあ、まずはその手で隠しているオチ○チンから見てもらいましょう。

　ほ～ら！

　左のお手々も、右手と同じように浣腸器を持ちなさい。

　出来ないなら、後ろ手に縛り上げちゃうわよ？」

「・・・う・・・、でも・・・・」

「でももヘチマも無いでしょ？」

　私の言葉を聞いて、彼は左手を離そうとしたが、一瞬裏スジが女生徒に見えそうになると、最前列の生徒たちが「わぁ」と声を上げたので、すぐに隠してしまった。

　勃起していることはすでに誰の目にも明白。

仮性包茎だとばれるのが嫌なのだろうか？
それとも、もしかして彼のオチ○チンは他の男性に比べて “恥 ”以外の何者でもないほどに、卑小なのだろうか？
　とにかく、１分くらい彼は何も出来ないままうつむいていた。
　もしもここが、奴隷面接の場だとしたら（高給取りの女性は、エプロン奴隷等を飼うためにマゾを面接することがある）、とっくの昔に不合格だろう。

　そういう意味で彼はまだまだ甘ちゃんの、未成熟なマゾなのかもしれない。

　元来の教育の観点からは、ここでしっかりと自分から自己紹介できるようになるまで待つべきなのだろうが、今回はそうも言っていられない。

　だから私は彼の左手を、半ば怒りに任せて後ろ手に捻り上げ、浣腸器を持つ右手も併せて彼の腰の辺りで縛り上げた。

　当然、彼は身体を左右に振って抵抗したが、所詮はマゾ男子の力。

　女教師たる私にかなうはずも無く、彼はマゾチ○ポを今日から毎日顔をあわせるクラスの女子全員の前に晒した。

　勃起しているのでマゾチ○ポは、まるで手を振るようにバイーン、バイーンと元気よく左右に振れた。

　見ているこっちが恥ずかしくなるくらい、健康的に左右に振れていた。
　

　当然女子からはどっと、一気に噴出したように笑いが漏れた。

　保険体育の授業で見る一般的な男性器写真のそれとはまったく、違う。

　明らかに、皮がかぶったおチ○ポ。

　まるでマスコットキャラのように元気よく左右に振れるおチ○ポ。
　マゾチ○ポがドクドクと脈打っているのは、彼が恥ずかしくて嬉しいからだ。
　そういう次第を理解した女子が笑わないはずが無い。

　最前列の生徒の中には、写メまで撮る生徒もいる。

　元来携帯は、授業中は使用禁止なのだが・・・。

　まぁ、今回は大目に見よう。

　

　私は彼の腕をねじり上げたまま、
「お名前は？」

　と、まるで子供をあやすように、優しく言った。

　下手に反抗できないよう、優しく・・・優しくだ。

「――――、です」

　女生徒たちは、彼が名乗ると一斉に「きゃあ❤」と声を上げて喜んだ。

　早速ニックネームを考案して、提案する者までいる始末だ。

　私は、彼の最初の一歩を褒めてやるために、彼の左のお尻を平手でピシャンと軽く叩いた。

　どうやら意図は伝わったらしい。捻り上げられている腕に篭っていた力がくんっと軽くなる。

「転入ということだけど、この学園であなたがしなければならないことはわかっているわね？」

「・・・はい」

　私はもうひとつ、彼のお尻を同じように叩く。

「具体的に何をしなければならないのかしら？」

「・・・女性に対する・・・ご奉仕・・・です」

　ついつい自分の口角が上がってしまうのが自分でもわかった。

　私はまるで取り繕うように表情を作り直してから、また彼のお尻をピシャリとやった。

「そうね。

　じゃあ、今日から一緒にお勉強するクラスメイトにあなたがどういう人間か伝えないといけないわね。あなたはどういう人間なのかしら？」

「・・・あの・・・」

　女生徒たちは全員、まるで罠にかかる動物を見つめるハンターのような目で彼を見ていた。

・・・多分、私自身も、だろう。
「僕は・・・・・・マゾ・・・です」

　クラス中に「きゃぁあ！」という歓喜に近い声が響いて、私は彼の言葉の甘さに、視界がトロンとしてしまった。
　私よりも一回り若い女生徒たちは全員が、獲物を捕らえたハンターの顔になっていたことは言うまでもない。

――あははは。言っちゃった！！！――

――自分から言うなんて・・・信じられない！！――
　そんな感じの目だ。

　普段おしとやかで通す彼女らだが、今はその本性を隠そうともしない。

　無理もない。

　理解できる。

　その通りだ。

　そう思って当然だ。

　たった一人だが、私たちは手に入れたのだから。

　念願のＭ男子を・・・。

　

　

　《第章》

　さて、この朝の話を終える前にひとつ、彼にしたことがある。
　その話をさせてもらおう。

　私が彼の両手をねじり上げて縛った話はしたはずだ。
　その際、彼が持っていた浣腸器・・・どうなったと思う？

　結論から言うと、彼は床にそれを落としてしまった。
　そうなるとどうなるか。

　液体というものは、水位の低い方に流れ出る習性がある。
　となると、彼のア○ルに突き刺さっていた浣腸のチューブから・・・。
　幸運にも、クラスの床に彼の排泄物はまかれなかった。
　浣腸器の容量が大きかったおかげで、その中に逆流するだけでコトは済んだ。
　もちろんこれは、私たち女子の側の発想で・・・。

　彼はその場にいる全員に、浣腸器のチューブからウンチと浣腸液の混合溶液がチュルチュルと流れ出てゆくのを見られてしまった。
　止めることも、抑えることもできずにただただチューブから浣腸器に溜まってゆく黒っぽいモノは、彼に更なる脂汗と震えをもたらす。
　匂いがなかったのは不幸中の幸いだっただろうか？

　私の答えは「ＮＯ」だ。

　もしもあの時、排泄物臭がクラスに充満したら、初心な女子高生はその場で彼に失望しただろう。
　彼は匂いというリアリティが欠けたまま、目の前でうんちをお漏らしするという、ある意味最も初心な女子が望む形で、恥を晒したのだ。

　しかし教師として、担任として、私は彼に罰を与える必要があった。

　教室でウンチを漏らす男子は、厳しく罰せられて然るべきだからだ。
「駄目じゃない。

　こんなところで、ウンチしてっ！！！

　あなたはトイレに行くことも知らないの？！
　分かったわ。

　今後は、ウンチやおしっこをしそうになったらすぐに周りが対処できるように、あなたは全裸でいなさい！！！
　全裸なら、おしっこしそうとかウンチしそうとか回りの人が分かってくれるでしょう？

　いいわね！？」

　彼は黙って、一度だけうなづいた。

　そう。

　これが、彼が全裸で学校生活を送ることになった理由だ。
　否。

　全裸といっても、首輪だけははずさせなかった。

　アレは、彼が私のものだという証明だから。

「はいはい。

　じゃあ、クラスのみんなは彼がおしっこしそうになったり、ウンチをしそうになったらトイレに連れて行ってあげて。
　多分、ちゃんとトイレにできないだろうから、大変だろうけど彼がしてる間、ずっと見ていて、トイレ指導してあげて。
　お願いよ」

　普段絶対にまとまらない私の生徒たちは、二人を除いて一斉に

「は～い❤」

　と声を揃える。

　当然、その場で全裸にひん剥かれ、仄かに艶めくピンク色の乳首を、女子たちから
「ひゅーひゅー♪」

「まぁ！　なんて恥ずかしい乳首なのかしら？」

　とイジられることになった彼を、私は自然とニンマリとしてしまった顔のまま見つめていた。

　仮題２
　

　子供の頃から、無敵だったわ。

　いや、あたしじゃなくてあたしの友達の話。

　あたしはあたしで、結構派手で無敵っぽく見えるかもしれなけど、ホントはそうじゃない。

　結構弱い。

　負けてばっかだし、自分でも卑怯で、こずるい手を使う女だと思う。
　自分が傷つくのが嫌だから、他の誰かが傷つくように仕掛けてあたしの傷つく可能性を有耶無耶にしたりもする。

　そういうところも多分、友だちはうんざりするほど見ていて・・・。

　私に辟易している可能性が高い。

　

　でも彼女はあたしのそばを離れない。

　だって彼女は無敵の、あたしのメイドだから。

　ママはメイドにも敬意を払えというけど、あたしから見れば家来なんだから、そうする必要はないと思う。

　まぁ多分、ママは成り上がりだからそう思うのだろう。

　あたしは違う。

　生まれた時から、人生の勝者だ。

　だから、あたしは・・・・・・・・・彼を手に入れる。
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　初めて彼の話を聞いたのはママが、ルンルンスキップして帰ってきた時だったわ。

　あ！　新しい男だな！

　一瞬でピンときたわね。

　そして、しっかり問い詰めた。

　ロングの金髪があたしと同じようにたなびくママは、さも言いたそうにしていたから、彼のことを聞き出すのはそれほど難しくなかったわね。

　そして彼が転入してくること知ったの。
「ママ、つまみ食いしたでしょ？」

「え？　いやね。ちょっとだけよ」

　悪びれもせずママはそう言った。

「クンニ？」

　きっと転入試験と称してママはそういうコトをさせる。
　ママはそういう女。

「違うわよ。あたしの “ここ ”はパパ以外には舐めさせないもの。

　ちょっと全裸にして、座るとディルドーがア○ルに入るような椅子に座らせて、ちょっとお話を聞いただけよ」

「・・・どうせリモコンバイブのついた椅子でしょ？」

「うん❤　

スイッチを入れるとね。

あの子のオチンチンが膨れるのよ。

最強にするともう・・・ギンギン！　

久しぶりに見た才能の溢れる若人だったわ。

もち、合格❤」

「・・・へぇ？」

ママの強さはここだ。

　堂々と自分が一番嬉しくなるような状況を悪びれもせずに追い求められる性格。

　普通、母娘で一つしかケーキがなかったら、娘に譲るのが母親ってものでしょう？

　でも、ママは違う。

　あたしの誕生日に、ケーキの上の苺が一つしかなかったっていうのに、それをあたしの目の前で「ラッキー♪」と言いながら、食べてしまう。

　そんな女。

　

　だから、ママが理事長の立場を利用して、今年から入学を許可したＭ男子のつまみ食いをしたからといっても、別に驚かない。

　むしろ驚いたのは、あのママが男を褒めたところだ。

『才能の溢れる』

　ママはそう評した。

　パパ以外、ただの一人でさえママは男を評価していない。

　というかそもそも同じ人間とさえ思っていないのだろう。

　ママが持っている会社の男性は、給与が一生上がらない。
　というか全員、非正規雇用だ。

　しかも超恥ずかしい制服着用で働かせている。

　制服は、白ブリーフ一枚に真っ赤な首輪。

　白ブリーフは布を極限まで薄くして、うっすら透明になっている奴。

　出来の悪い男性社員は貞操帯着用もあるって話。

　事実ママの執事をやっているジイヤは、貞操帯をつけてもう７年目。

　未だに外してもらえないらしい。

　まぁ、分かるわ。

　ジイヤ、・・・仕事出来ないのよね。

　主な男性の仕事は、
『雑巾の代わりに、便器舐め』

『女子社員の足置き』

『人間ウォシュレット』

『女子社員のストレス発散用の肉サンドバック』

『レクレーション用の、ダーツの的』

　笑ったのが、

『全裸で野に放って、エアガンで撃ちまくる！』ってやつ。

　仕事関係無いじゃん！

　・・・別にいいけど（笑）。

　せっかくだから、ウチのグループの女性の待遇も話しておくと・・・女子社員は最初の給与で男子社員の給与の３倍が保証されているわ。

　最低３倍よ。

　実際あたしのクラスのちび担任は、ベテラン男性社員の１０倍近くもらっている。

　それでも、ちび担任は自分の給与が相対的に低いことを不満に思っているみたい。
　次期経営者であるあたしとしては、単純にその程度の実力しか無いことを彼女に理解して貰いたいのだけど・・・。

　本当に有能なら、給与ははずむわよ。
　優秀な人材は他の企業に取られたくないもの。

　そうでないってことは・・・自分がどういう人間なのか理解するべきだわ。

まぁ、ちび担任のことなんかどうでも良いのよ。

『彼』に話を戻すわね。
　結局、ママは彼はについてそれ以上何も話してくれなかった。

「そのうち、分かるわよ。

　同じクラスにしてあげるから❤」

　だからこそ、興味が湧いたわの。

　信じられないくらいものすごく。

　だって。

　あたしには、なんでもおおっぴらに話すママが・・・。

　あたしの聞きたくないこともお構いなく話すあのママが・・・。

　彼には、気を使っているように見えたのよ！

　信じられない。

　

　だからあたしは校長を脅して、（軽くよ。軽く。校長のちょっとした弱みを握ってるだけ。軽く脅しただけ❤）彼の転向してくる日を教えてもらったの。

　そしてあたしのメイド・・・。

　そろそろ紹介しないとね。

　あたしの親友。

　あたしの相棒。

　あたし付きのメイド。

　あたし個人が人生そのものを所有している、女性。
　ママがある日、突然連れてきたあたしと同い年の、あたし専用のメイド。

『仄火（ほのか）』

　書いて字のごとく、仄かに・・・決して自己主張しない、でも火のように熱い女。

　少なくともあたしに対して我を通したことなんて、一度もない。

　でも、あたしは知っている。

　この子は火の中でも飛び込んでゆく度胸と、芯の強さがあるってことを・・・。

　そういう意味であたしとは対照的ね。

　ロングの黒髪ストレート。

　貧乳。

　細身。

　おとなしい。

　自己主張しない。

　無表情。

　そしてあたしに絶対服従。

　何度かあたしの機嫌が悪い時に、いかにもな言いがかりをつけて『お仕置き』をしたことがあるけど、泣いて許しを請うことはあってもあたしを嫌わない。

あたしのそばを離れない。

　そういう女。

　彼が学校に来る初日に、あたしは仄火を連れて彼の出待ちをしたの。
　それから、彼が曲がり角を曲がった途端、仄火におでこをぶつけるように命令したわ。

　もちろん仄火は言われた通りにした。

　漫画みたいに彼とおでこをごっちんこ。

（なんか文字にすると、ごっちんこって違う意味になりそうね）
　まぁ要するに、ラブコメ王道の展開をして彼がどうなるか見たかったのよ。

　相手は仄火だけど、どうリアクションするかしら？

　そこそこ良い感じなら、次は隣の交差点であたしも同じ事をするつもり。

　そうやって彼にあたしを印象づけるの。

　二度も同じ事があったら、どう考えても印象に残るでしょ？
・・・。

　言ってなかったっけ？
　あたしはね。

　友達に橋を渡らせて、安全を確認できてから自分が渡るの。

　だって、傷つきたくないもの。
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　結論から言うと、仄火はよくやってくれたわ。
　見事に彼とおでこをごっちんこして、路上でＭ字開脚のままパンチラ。

　慌てて、スカートで隠してそそくさと立ち去る。

　完璧よ。

　余計なことを言わないのも、お約束通りパンを咥えていないのも命令通り。

　だって、それは二度目の私がするべきことだもの。

　そうしないとあたしの印象が薄らいじゃうでしょ？

　でも彼も、しっかり仄火の白いだけの無味なパンティーを見つめて、顔真っ赤にしてから慌てて視線を逸らすあたり好印象よね。

　キザな男とか、カッコつける男なんていらない。
　ちゃんと素直で、でも初心で。

　そういうＭな男がいいの。
　彼がそういう、あたしの理想に近いってことだけはよく分かった。

　それから、私が二度目のごっちんこに挑戦する価値があるってことも。

　

　塀の高い曲がり角。

　ここを彼は左に曲がるはず。

　あたしは、そこで彼の足音が近づいてきたら突っ込めばいいだけ。

　パンも咥えた。

　最初に声をかける言葉は、「頭を下げて、謝りなさい」。それから、「お詫びの気持ちがあるなら、私を逃してよ。追われているの」。

うん。

完璧だわ。

来た！

あたしは一歩を駆け出すように踏み込んで・・・。

見事にごっちんこ。

想像以上に痛かったわ。

あと、おでこがぶつかるように頭を前に突き出していたから、咥えていたパンが地べたに落ちちゃった。

彼は地面に尻餅をついて、あたしの落とした食パンを見つめる。

あたしはと言うと、立ったまま彼を見下ろしていたわ。

すご～く冷たい瞳のままでね。

一瞬だけニヘッて笑っちゃったのは、上手く隠せたと思う。

彼は、あたしのパンを見つめていたから、彼の鼻先に太ももを近づけて、思いっきり苺のジャムを塗ったパンを踏み潰したわ。
びちゃって飛び散る真っ赤なジャムがすごくセクシー。

彼は腰が抜けたみたいにその場で動けなくなって、まるで太ももに頬ずりをするようにあたしの顔を見上げていたから、あたしは言ってあげたの。

「謝りなさい。頭を下げて謝罪しなさい」

　彼は、多分表情から察するにドギマギしていたのだろうけど、なかなか実行に移せなかったから、あたしは彼の髪の毛をわしづかみにして、そのまま彼の顔を潰れたパンに押し付けたわ。

　ぶぼっ！って声が聞こえたから、多分肺の中の呼吸はまだあるはず。

　じゃあやるべきことは一つよね。

　頭の上に足を載せて、動けなくしてからこう言うの。

「女子に謝るときは土下座が基本でしょ。

　さっさとしなさいよ」

　足をぐりぐり❤

　ぐ～りぐり❤

　踵を重点的に頭にぐりぐり❤
　

　普通男ってさ。

　こういう時もろ反応が別れるよね。

　自尊心が高くて、女に負けたくないって思ってる男は（勝てるわけないのに）、百パー頭を動かそうとする。なんとか足を払おうとする。

　逆に身の程を知る男は黙って耐える。

　こいつはどっちかしら？

　
　あたしはそういう意味で彼を試したんだけど、彼はあたしの予想とは違うことした。

　具体的には顔を横にして、鼻と口で空気を吸えるようにしたの。

　分かる？

　あたしは最初何をされたのかわからなかった。

　でもすぐに分かったわ。

　顔を横にした時にあたしの足は少し重心がずれたから、彼はあたしの足を払うことが出来たはずなのに・・・。

　しなかった。

　でも黙って耐えるだけの負け犬な男でもない。

　あたしはそれがいたく気に入ったわ。

　だって・・・。

　反抗する男は論外だけど、かと言って黙って耐えるだけの男はつまらないじゃない。
　何か腹にイチモツ持ってそうだしね。

　抵抗するけど負けちゃう。

　抵抗したいけど負けるとわかってる。

　そういういじらしさが男には必要だとあたしは思うわ。

　だから、あたしは彼のリアクションが気に入った。

「ねぇ。悔しくないの？」

　あたしの問いに彼は体をビクッと震わせる。

　わかっている。

　あたしだってわかっているのよ。

　彼は今勃起しているって。

　だからこそ、余計に普通は悔しいと思うはずの状況下で勃起してるのがバレたくないのよね。

　じゃあ、早速勃起しているおち○ちんを見せてもらおっかな。

「貴方のせいであたしは朝ごはんを食べそこねたのよ？

　どう責任とってくれるの？

　ああ、そうだ。

　全裸になってよ。

　全裸で犬のちんちんポーズをとってくれたら許してあげる。

　それともこのまま、一生ここで土下座してる？」

「・・・あの・・・」

　彼がなにか言いかけたから、あたしは彼の頭に足を置き直して、正確には彼のこめかみをガンって音が鳴るくらい強く踵で踏みつけて、黙らせてからこう聞いたの。

「返事はいつでも “ＹＥＳ ”よ。

　それが、男子がこの学園で生きていく唯一の方法。

　あんた。学園の転入生でしょ？」

　彼は驚いたように背中をビクッとさせてから、モゾモゾあたしの足の下で蠢いていたわ。
　多分、ママの転入試験なんかで、よくよく自分の存在意義は認識できているみたい。

　でも、やっぱり恥ずかしい。そんな感じかしら。

　あたしきっと、今酷い笑顔になってるでしょうね。

　ニンマリが止まらないの。

　

彼からの返事が帰ってくる前に、あたしは半ば強引に彼の両手を持ち上げて、彼の股間をおもいっきり蹴りあげたわ。
　そうすることで彼はあたしが本気だとわかってくれると思ったから。

　アメとムチって言うけどアレは順番が逆だわ。

　いうことをきかせるには恐怖とご褒美の順番が大事なのよ。

　まずは恐怖と痛み。

　普通の女ならね。

　男子。特にマゾを操るならムチを１０与えて、いい子に出来たら１のアメ。

　それで十分。

　ママはそうやって事業を大きくしたのだから、あたしもそうする。

　

　実際彼は、声も上げられないくらい悶え苦しんで、口から透明な体液（つばじゃないと思うわ。アレ、何っていうの？）をタラタラこぼしていたわ。

　白目を剥きながらね。

　だから、今度は手を離して、彼が地べたに頭を落とすまでの数秒間を狙って彼の耳をつまんだの。
　もちろんぐい～っと持ち上げたわ。

あたしの目と彼の目が同じ高さになるようにね。

「脱ぐの？

　脱がないの？

　男が度胸でしょ？

　脱ぎなさい」

「あ・・・あ・・・う・・・」

「というかね。

　あたしが見たいのは、あなたのオチ○チンなの。

　どうなの？

　短い？

　細い？

　小さい？

　まさか、包茎？

　それはありえないわよね？」

　あたしは彼の耳元でそう囁くと、彼の耳に血液が集中していくのが分かった。

　恥ずかしいのね。

「あんた、今・・・

想像しちゃったんでしょ。

あたしにひん剥かれて、オチ○チンを見られて笑われるところを・・・。

どうする？

今ここで脱ぐ？

それとも、二人だけの場所で脱ぐ？

脱いで泣きながら、

『申し訳ありませんでしたぁ。

　僕のちっちゃいマゾチ○ポをお笑いくだちゃぁ～い』

　って言えたら、開放してあげる。

　でないと・・・」

　あたしはつまんでいた彼の耳を離して、彼を正座に近い体勢で地べたに座らせる。

　そして彼の首に足を巻いて・・・。

　正確には彼の頸動脈にあたしの太ももを巻きつけて、グッと絞めたの。

　当然、あたしのおマ○コは彼の鼻先につくような形になるけど、まぁ別に彼ならいいか。
　ご主人様のマンコの匂いをよく覚えておきなさい。

　あたしの予定では・・・あなたは今日から一生あたしに尽くすのだから。

　あなたの全てをあたしに捧げることになるんだから❤

　ご主人様の予定＝奴隷の運命・・・でしょう？

　

「くすくす。

鼻で呼吸していいのか、口で呼吸していいかわからなくなっているみたいね。

どっちで呼吸しても女子に対する不敬だものね。

　でも精一杯呼吸しておかないと、どんどん首の頸動脈は締まっていくわよ。
　一瞬でもこの天国を味わっていたいでしょう？」

　チアノーゼになっているみたいだったわ。
　唇が青くなって、顔から血の気が引いてゆく。

　でも・・・ちゃんと勃起はしてるみたい。

　ズボンのテントはピーンって張ってるもの。

　でも・・・男って意外と貧弱なのね。

　彼が特にかしら？

　せっかく「追われている設定で一緒に手をつないで逃げる」てやつをやってみたかったのに・・・。

　彼ったら、本当に “落ちちゃった ”みたい。

　仕方ない。

「・・・仄火！」

「はい。お嬢様」

「車」

「はい。お屋敷に向かうようでよろしいですか？」

「いいわよ。

　彼を全裸にして、後ろ手に縛り上げてから、お風呂にいれて。
　あなたが綺麗にするのよ。

　意識が戻ったら、あたしの寝室にお姫様抱っこして持ってくること。

　いいわね？」

「はい。かしこまりました」

　車はママの執事、ジイヤが転がしてきたわ。

　さすがに貞操帯で心も体も縛ってあるだけあって、良い運転するわね。

　迎えも早かったし、帰りも比較的快適だったわ。

　トランクの中の彼は、どんな夢を見ているのかしらね❤
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　あたしはベッドの上で裸のまま雑誌を読んでいたわ。

　雑誌の内容なんて何も頭には入ってこない。

　あたしの頭の中は彼が今どうしてるかだけで全てが埋め尽くされているのだから仕方ないわよね。
　足音とともに、ノックの音。

「入りなさい」

　あたしがそう言うと、後ろ手に縛られたまま、お姫様抱っこされた彼がドアの向こうにいたわ。

　仄火は命令通りにしてくれたみたいで、彼の髪はまだ少し濡れていたわね。

　それから彼、だいぶ前から意識があったみたい。

　小動物みたいにプルプル震えているもの。

　そりゃあ、男のくせに女にお姫様抱っこで運ばれるなんて恥ずかし過ぎるわよね。

「自分よりも大きな女に、お姫様抱っこされる気分はどう？」

　あたしが雑誌を閉じて、そう聞くと彼は恥ずかしそうにこっちに視線を向けて、またすぐにうつむいてしまったわ。

　よしよし、いい子ね❤

　あたしは手招きをして仄火をベッドまで来させる。
　そして、彼をベッドの上に置くよう目で指示したわ。

　言葉なんていらないの。

　それが友達ってもんでしょ？

「分かる？

　あなたは拉致されちゃったの。

　あたし、あなたと頭をぶつけたせいで頭も痛いし、気分も悪いわ」

　あたしが彼の髪を掴んでそう切り出すと、彼は

「う・・・すいません・・・」

　そう謝ってくれた。

　正直に言うわね。

今まで沢山の男に謝らせてきたけど、股間が疼いたのは初めてかも。

その感覚が、ちょっと嬉しくさえあったわ。

「仄火。もういいわ。

　下がりなさい」

　あたしは彼を見つめながら、仄火にそう声をかけた。

　でも普段なら命令しないでもあたしの想いのままに動く彼女は、動かなかったわ。

　いつもの無表情のまま、彼を見つめていた。

「仄火っ！」

「お嬢様。

　お二人では危険では？」

「余計なお世話よ。

　こいつがあたしに勝てると思って？

　しっかり後ろ手に縛ったんでしょう？」

「はい」

「なら心配は不要よ」

「・・・では」

　仄火はいつもの通り、無表情のまま頭を下げてから部屋を出たわ。

　後で仄火には指導が必要かもしれないわね。

　なんとなく。

　理由はわからないけど。

女の直感が「ヤバイ。ここはしっかり立場を明確にしておけ」。

そう告げているわ。

「さて、邪魔者は消えたわ。

　ねぇ？

　今日から学校でしょ？」

「え？

　あ、はい」

　あら意外。素直に弱み見せちゃうんだ？

　そんなことだと、強制的に遅刻させちゃうわよ？

　転校初日に遅刻だなんて・・・。

　恥ずかしいお仕置きをちび担任にいっぱいされちゃうかもしれないのに・・・。

「うふふ。
　こんな大きなおっぱい初めて？

　それともおっぱい自体生で見たのは初めてかしら？」

「いや、あの・・・」

　彼は一度あたしの胸をチラッと見てから、自分でも不遜なことをしたって思ったんでしょうね。

落ち込んだように、そして恥ずかしそうにうつむいてしまったわ。

「嘘！？

　ホントに？

　その年で？
　一度も見たことがないの？」

「・・・うう・・・」

「笑わないから正直に答えなさい」

「初めて・・・です」

「あははははははは！！！！！

　マジで？

　あはははははははははは！！！！」

　あたしが大笑いをすると彼は、股を閉じて太ももをスリスリしていたわ。

「ああそう？

　じゃあ、おっぱいの柔らかさとか、おっぱいの揉み心地とか知らないんだ？

　それは恥ずかしいね。

　普通、他の男子はその歳になったら女の喜ぶ揉み方ぐらいまで目をつぶってでも出来るようになってないと。

　とても『男』とは言えないね。

　くすくす」

　あたしはなんとか笑いをこらえようと思ったんだけどね。

　ダメ。

　どうしても笑いがくすくすって漏れちゃう。

　だっておっぱいも見たことがないなんて。

「じゃあ、何？

　ママのおっぱい以降、誰のおっぱいにもチュ～チュ～させてもらってないの？」

「・・・う・・・あ・・・」

「答えなさい」

　あたしは彼の太ももの内側の皮膚をつまむと、ぎゅーって捻った。

　彼は口を大きく開けて、もがきながら大声を上げて苦しんでいたけど、あたしは手加減する気なんて無いわ。

「こ・た・え・・・ろっ！」

「すいませんっ！

　すいません、すいません！！！

　無いです！
無いですぅうう！」

「ふ～ん。そうなんだぁ。

　恥ずかしいねぇ？

　だってそれって、フラレまくりか告る勇気もないってことでしょう？
じゃあ、これからも誰にもおっぱいを触らせてもらえずに一生を送るのかな？

あたしみたいなイイ女が他の誰かに抱かれる所を想像して、オナニーするのが精一杯？」
「あ・・・あの・・・」

「そっかぁ。

　じゃあとりあえず、ここはまだ童貞の純潔だね❤」

　あたしはそう言うと、彼のオチ○チンを指先でつまんでビーンって輪ゴムを引っ張るみたいに引っ張ったわ。
お陰で彼は背を弓みたいに反らせて後ろに倒れこんじゃった。
まぁベッドの上だから頭を打つ心配もないし、存分に痛い思いをして頂戴。

あたしはひっくり返って痛がる彼の両足の足首を握ったの。
もう分かるわよね？

そうよ。

チングリ返しをしながらの、顔面騎乗。

彼はあたしのものだってほかならぬ彼自身に教えるために、しっかりと彼の脳髄に教え込まないと・・・。

不服なことに学校に通わせるのはママの意志だから今のあたしには止められないけど。

でも学校の、他の女に取られないようにしておく必要はあるわ。

そのためには何かのマーク、具体的にいえば首輪だの貞操帯だのではダメ。

外される可能性があるし、物事を解っていない馬鹿女や傲慢な女に後乗りされるかもしれない。

でも。

他ならぬ彼が、彼自身があたしのことを思うなら・・・。

それは誰にも払拭できない。

あたしは、彼の所有者。

そう彼に思い込ませておきたいの。

そのためには匂いが一番。

匂いほどはっきりと、明瞭に記憶に残るものはないわ。

そして女性の手による初めての射精。

ア○ルの処女喪失。

そういう体験こそが記憶に残る。

いつだって誰だって初めての相手は覚えているし、初恋の相手は忘れない。

そういうものでしょう？

だからあたしは彼の足をひっくり返して、その上から座る。

そしてマ○コの割れ目が彼の鼻先に当たるように座る。

体重を加減したりはしない。

ちゃんと現実感のあるあたしの体重も感じて欲しいから。

自然と彼の短小マゾチ○ポが目の前に来る。
香りはほのかに香るチーズ臭。

仄火にお風呂に入れてもらったおかげかしら？

お尻の方は、あたしのお気に入りの香水と同じ香りね。

仄火のヤツ。

気を利かせたつもりかしら？

あたしは彼のお尻の割れ目にそってゆっくりと、指を這わせる。
決して慌てずに。

決して急がずに。

ゆっくり。

ゆっくり。

時間をかけて。

　彼が動きたくてたまらなくなるまで。
ゆっくりゆっくり。

　
来た！
彼はあたしの指に反応するように体を捻って、なんとか脱出しようとしたわ。

あたしのマ○コから。

あたしの体重から。

そしてあたしのコントロール下から。

そうなることはお見通しよ。

あたしは彼に乗ったまま、両足を閉じて彼のひっくり返った足を閉じさせる。

するとどうなると思う？

おとなしくなるのよ。

人間に限らず、哺乳類はね。

縛られたり拘束されたりすると、元来動けるはずの可動域まで奪われたような気分になって体を動かせなくなるの。

脳が現実を誤認するのよ。

だから、逮捕された犯人って手錠と腰縄だけっていう驚くほど簡単な拘束だけで裁判所に来るでしょう？

あれはそういう原理を利用したものなの。

・・・。

話が逸れたわね。

つまりあたしが言いたいのは、彼は今。

逮捕された犯罪者みたいに、窮屈で、押し込められていて、動けなくて、でも動きたくて・・・。

そして抵抗しようとすればするほど、もがけばもがくほどあたしに逆らえなくなるってことを理解する。
理解せざるを得ない。

誰が主人で誰が奴隷か。

これが、生まれついての勝者である私の人心掌握術。

事実彼は今、どんなにア○ルを指で突っついても、タマを指でつねっても。

抵抗できない。

あたしがどかない限り。

あたしが許さない限り・・・ね。

さて・・・。

ここまで準備が整ったらやれることはすごく増えるわ。

思いっきりオナラをして、彼の中にある幻想の少女像を砕いても良し。

タマは２つあるんだし、片方潰して服従を誓わせても良し。

無理矢理尿道を指でほじくって、おしっこの強制お漏らしも良し。

いけない。いけない。

最初にやることは決めていたんだわ。

そうよ。

あたしは・・・。

あたしの香りを覚えさえて・・・。

他ならぬあたしによって、射精させて・・・。

ア○ルの処女もあたしが奪うの。

お姫様抱っこされて登場したマゾのア○ル処女は、顔面騎乗した女ご主人様によって破かれる。

恥ずかしくて、恥ずかしくて。

一生忘れられない思い出になるわ。

死ぬまでオナニー出来るオカズでしょう？

だからあたしは彼のア○ルに、隠しておいたバイブを下ろす。

普通は挿しこむ形になるんだろうけど。

今彼のア○ルは天を向いているから、 “下ろす ”という方が正しいわ。

まるで生花を刺すように、そっと優しく。慈しむように。

そこにそれがあるのが当然なのだと、理解させるように。
うふふ。
もしも、ズブズブ入ったら。

この太めのバイブが、アナル用ではなくマ○コ用のこのバイブが簡単に入ったら、アナル処女ではない証拠だと、あたしはがっかりした所だろうけど・・・。

そうじゃなかった。
すごくゆったりとではあったけど、飲み込める伸縮性があるのに・・・。
ギッチギチ！
ちょっと力をこめたら、アナルの肉壁が裂けてしまうような硬さがある。

それがあたしには、すごく嬉しかった。

あたしは、彼の最初の人。

アナル処女を奪った最初の人。

これが大事だったのよ❤

彼はあたしのマ○コの下で、必死に制止を訴える声をあげていたけど、あたしがその声を聞き入れる必要はない。

聞き入れてあげるだけの交換条件が彼には出せないもの。

でも、そうね。

初めてだから優しくしてあげるわ。

誰だって初めての、処女喪失は優しくして欲しいものね？

バイブのスイッチは、徐々にレベルをあげたりしない。

処女をもらう側の女としては、男子に優しくしてあげないといけないのだから。

いきなり最強。

いきなりＭＡＸ。
焦らしたりしないであげる。

「だから、喜びの声は大きな声でお願いね？」

　あたしは自分でも気が付かなかったけど、いつの間にか舌なめずりしていたわ。

　そして優しく彼に声をかけて、バイブの底に付いているスイッチを一番強力な所までカチカチッと動かす。

　

　その瞬間、彼は肺の中にあるすべての空気を、まるでゲロを吐くかのように、吐き出したわ。

それは無理矢理と言っていいものだったわね。
あたしのマ○コがあるのに、無理矢理。

思い切り。

そうせざるを得なかったかのでしょうね。

お陰で彼の吐く息があたしのマ○コの割れ目からアナルの割れ目に、アナルを撫でながら外に出て行ったの。

強力な風圧を感じたわ。

まだあたしのマン毛がフワフワと残り風のようなもので、揺れてる。

「ステキ❤」
でも素敵なのはそれだけじゃなかったわ。

今度は、あたしのお尻の割れ目とアナル、マン毛を撫でるように風が吸い込まれてゆくの。

あたしのおマ○コの下に。

するするする～ってね。

それが気持ちいい。

なんというか、彼が下にいるから気持ちいいのではないと思うわ。

純粋な肉体的快楽よ。

精神的な素養と結びついていない、純粋な肉体的快楽。

それが、彼が呼吸をすると巻き起こるの。

凄いと思わない？

彼が生きてゆくには、呼吸するには、必ずあたしの肉体的快楽を起こさないといけないの。

逆を言えば、彼は。

あたしを気持良くさせない限り、呼吸さえも許されない。

神様がいるなら、こんなステキなプレゼントに感謝するわ。

神様、ありがとう❤

それを２、３度繰り返した時かしらね。

彼がチアノーゼ（酸欠状態）になったのが彼の足の痙攣で分かったわ。

このまま失神させても良いのだけども。

意識を失う前にあたしの手できちんと射精してもらわないと・・・。

だって、そうでないと初めて射精させてくださった女性様が、あたしだって。

覚えていてくれないかもしれないでしょ？

あたしは一生、あたしとの思い出でオナニーして欲しいの。

将来、公開オナニーとかさせるかも知れないじゃない？
そういう時、大勢の女性の前であたしとの初体験でオナニーして欲しいの。

自慢したいのよ。

見せびらかしたいの。

分かるでしょ？

マゾは、痴態を見せびらかされるのが運命だってことくらい。

だから、彼のオチ○チンを引きぬいて亀頭が上に向くようにしたわ。

感想から先に言うとね、びっくりした。

今まで何人ものオチ○チンを見てきたわ。

もちろん、生でね。

時にはママが社員をお仕置きしている時。

時にはメイドが男性社員でストレス発散させている時。

時には帝王学として、家庭教師に実演してもらった時。

でも、いつも彼らは本当に苦しい時、勃起出来ない。

「根性のある男は。
本当の男というものは。

自分でしごいてでも女性に奉仕しながら射精するものです」

なんて、いつかの家庭教師はうそぶいていたけど。

なんだ。

オナニーどころじゃないじゃない。

マ○コで呼吸ができなくなるだけで、勃起しちゃうマゾ。

ちゃんといるじゃない。

そうよ。

彼・・・。

ギンギンに勃起していたの。

こんなに近くで、男の勃起したちんこの裏筋を見たことがなかったから、ちょっとビビっちゃった。

だって！

血管って女のあたしには見慣れないものなんだもの！

男みたいに不用意に、腕に血管が浮いたりしないのよ。

女はね。

だから、ビクビクって脈打つ裏筋は、どこかグロテスクでさえあったわ。

バキバキに血管が浮き出ていて、チーズ臭い。

思わずつまんでひねちゃった❤

くいって、ね。

あたしをビビらせるなんて生意気。

だからお仕置き。

彼の、呼吸によるあたしの性器愛撫が一段と強くなったわ。

（あたしは彼の呼吸による愛撫を、空気愛撫って呼ぶことにしたわ。正式名称があるかもしれないけど、あたしと彼の問題なのだから、命名権はあたしにしか無いわよね？）

あたしはゾクゾクゾクって気持ちよくて・・・。
思わず背を逸らしちゃった。

でもつねった手は離さない。

もっと、空気愛撫して欲しいから。

でもね。

彼はあたしの期待には答えてくれなかった。

彼の筋肉がドンドン力が入らなくなって、弛緩してゆくのが皮膚越しに分かったわ。

だから、彼の酸欠による意識陥落は近い。

お願いよ。

もう少し楽しませて。

射精させてあげるから❤

そう思ったら、なぜか急にあたしはオナラをしたくなったの。

体が自然と反応したのよ。

頭ではなく体が、彼には空気が必要だと判断したのかもしれないし・・・。

単純にあたしの腸が、ガスを吐き出すタイミングがちょうど今だった。

それだけかもしれない。

でも、とにかく正に今。

この瞬間しか無いってタイミングで、出たのよ。

大きな、大きなオナラが。
ぶぶぶぶぶぅううううううって。

普段、うんちをする前でもあんなに大きなオナラは出ないわ。

量もたくさん出たし、音もすごく大きかった。

オナラをする瞬間の感覚がいつもよりクリアーですごく気持ち良かった。

『全ての排泄行為は、放屁も含めて快楽を伴う』って格闘漫画で読んだけど、マジだったみたい。

　あたしは小さく彼に微笑みながら、

「吸いなさい。

欲しかったんでしょ？

　さ、どうぞ」

　って言っていたわ。

　彼を見下ろしながら、嬉しそうにね。

　自分でも自分が自分では無いみたいだと思ったわ。

　そしてその瞬間、彼はあたしの言葉に。

　呼吸困難で意識を失う前に慈悲を与えてもらったお礼なのか・・・。

　盛大に射精しちゃった。

　ぼちょ、ぼちょって吹き出したと思ったら、ぶびゅるぅうって白いゼリーの後、透明な液体が出てきて、オチ○チンから垂れたの。

　

正直に言うわね。

ピュッピュッ～って、飛び出ると思っていたの。

ママの会社の男子社員だって、そうやって出すから。

体勢がちんぐり返しだからかな？

それは濃くて白い、アロンアルファみたいなゼリー状の液体が漏れた。

そうよ！

漏れたって感じ！
さて。

もう分かっているわよね？

いくら射精でも、漏らすような射精であたしが満足すると思って？

答えはもちろんＮＯ！

絶対にノー！

じゃあ、どうする？

彼が意識を落とそうが関係ない！

噴水みたいに、吹き出すまで搾り取るだけよ。

「いい機会だから覚えておきなさい。

マゾはね。

射精の許しが出たら喜びのあまりに、噴射するような、噴水のような精液の出し方で初めて、射精のお許しに応える事ができるの。

今みたいな、ダダ漏れ射精は厳禁よ。

それが出来ないなら、貞操帯でも嵌めて禁欲するのね。

さ、やり直しよ」

あたしは彼の顔を足で挾み直して、もう一度オナラを出すためにお腹のあたりに力を入れてみる。

そして、今度はさっきよりも強い刺激にするために彼の亀頭の先っちょを・・・。

人差し指で激しくこすったの。

カシュカシュカシュって音が鳴りそうなぐらい思いっきり。

もちろん彼の精液はまだ、亀頭にたっぷり付いていたから、ローションなんて要らなかったわ。

音も擬音で言うなら、カシュカシュカシュではなくて、ズリュズリュズリュって感じよ。

結果、どうなったか。

オナラはさっきの残りがブヘって出てくれたわ。

残念ながら、量はさっきより少なかったけど。

それに勢いもあまり強くなかったけど。

音だって殆ど無かったけど。

でもね？

匂いは強烈だったわ。

さっきと大違い。

あまりに酷くて、自分でも嫌になるくらい。

あたしでさえそう感じるのよ？

彼はどんな気分かしら？

その答えは彼の精神的快楽の結果で示されたわね。

盛大な―。

とてもつもなく盛大な――。

今まで見た中でもトップクラスの、噴水射精❤

ぶびゅるぅううう！！！！！！って感じの奴❤
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　あたし、素直なマゾって大好き❤

　あたしは、真っ白い噴水を一瞬で目に焼き付けてから、彼のこの後を一瞬で想像しちゃったわ。

　どうなると思う？

1、 意識を失わず、射精したことをお詫び。

2、 意識を失って、目が覚めてから射精のお詫び。

3、 意識を失って、目が覚めてから改めて、朝ぶつかった時に命令されたことを実行してからの、射精お詫び。

そうよ。

あたし忘れてないんだから。

今朝彼には命じたはずよ。

～脱いで泣きながら、

『申し訳ありませんでしたぁ。

　僕のちっちゃいマゾチ○ポをお笑いくだちゃぁ～い』って言えたら開放してあげる～
さぁ、もう学校は始まっている時間よ。

ちゃんと言えたら、あたしが学校に行く車に乗せてあげる。

もちろんトランクだけど。

早く言わないと、ヤバイわよ？

今頃、ちび担任が舌なめずりして待ってるから❤

仮題３　
仄火。

このお屋敷に引き取られた時に、お嬢様が付けてくださった名前。

私は生きている。

仄火として。

生きてゆきたい。

誰にも言わないけど、私はそう願っている。

生きてゆきたいの。
《第一章》

彼のチ○ポを見たのはメイド用の風呂場。

元来男子である彼は、水撒き用のホースで水をかければ十分。

でも今はダメ。

お嬢様の命令で風呂場で洗わなければ。

私は彼を湯を張った風呂桶に浮かべた。

無論、お嬢様の命令通り後ろ手に縛ってある。

彼が目覚める。

驚いて跳ね上がる。

無駄。

私が彼のお腹を、風呂桶に押し戻すように上から殴ったから。

出さない。

お嬢様の命令がまだ終わっていないから。

お嬢様が満足するような洗い方はまだしていない。

「ごぶっ！　ごぶっ！」

　彼の溺れたような声は無視。

　水など多少飲んでも死なない。

　死ねない。

　だから、無視。

　私は彼の目にシャンプーをかけた。

　これで彼は目が見えるようになるまで時間がかかる。

　そのまま私は彼の足の裏に、普段私がお嬢様にお仕置き頂く鞭を、叩きつける。
　彼は再び跳ね上がって、痛がった。

痛くないはずがない。

痛く感じるようにしたのだから。

まだ目はちゃんと見えていないようだ。

次は彼の肩。

足の裏同様に、急所の一つ。

神経が多く集まっている場所。

マゾに女同様の神経が通っているかどうかは知らないけど。

的確にヒット。

彼はもう声も上げれず、跳ね上がることも出来ない模様。

貧弱。

私はお嬢様にお尻叩きのお仕置きを頂く際、声を上げてしまうのは３０発目くらい。

動けなくなるのは５０を超えたあたり。

比較して彼は。

たった２発で、もう動けない。

貧弱。

男子は女子よりも出来が悪いとお嬢様が言う。

なるほど。

その通りだった。

私は彼の頭を鷲掴みにして、風呂桶に再度突っ込む。

顔を沈めて、４秒。５秒。６秒。

もう耐え切れないのか。

彼は、なんとか顔をあげようともがく。

もしかして、力も私より弱いのでは？

男は筋力だけは女よりも上。

そう習った。

お嬢様のご慈悲で通わせていただいている学校の保健の授業で、そう習った。

　たしかに「あくまで統計上は・・・」という前置きがあったが・・・。

　この男は私よりも我慢強くなく。

　私よりも、力が弱く。

　私よりも、・・・貧弱。

　そろそろ水から出そう。

　殺してはいけない。

　お嬢様に殺しの許可は頂いていない。

「ブハっ！」

「・・・」

　私は彼の髪を握りこんで、彼の顔を壁に叩きつけた。

　タイル張りの壁。

　メイド用の風呂なので、表面は滑らかではない。

　ざらつく。

「なぜ、受け身を取らない？」

　

　もしかしてそれが、男なりの忠誠の証なのだろうか？

　あるいは男なりの上下関係の維持？

　違った。

　いや、・・・そうだった。

　私が彼をここに連れて来る前、後ろ手に縛ったのだ。

　抵抗しないのではなく、出来ない。

狭義の意味ではそう。

広義の意味では、「どちらにせよ、抵抗できない」。

彼は体をもじもじとさせて、縛られた手を自由にしようとしているようだった。

当然、鞭を飛ばす。

狙ったのは、手の甲。

ここも急所。

彼は、大声を上げてすぐにうずくまった。

「立て。

　お嬢様の命により、これからお前を洗浄する。

　立て。

　お嬢様の命令は、

『彼を全裸にして、後ろ手に縛り上げてから、お風呂にいれて。

　あなたが綺麗にするのよ』

　以上。

　洗い方は私に一任されている。

　立て」

　私の命令は聞きたくないらしい。

　彼は立とうとしない。

　痛みで顔を歪めたまま、立とうとしない。

　馬鹿でもあるようだ。

　女性の命令に逆らった男の最後を知らぬ訳でも無かろうに。

　手の痛みよりも女性の機嫌を取ることを優先できないマゾ。

　半人前。

　半人前のマゾ。

　私は、彼の出来が良いのなら、同じお嬢様に一生を捧げ尽くす身。

　特別にメイド共有のボディタオルで洗ってやろうかと思ったが。
　半人前にその必要はない。

　甘えは、服従者にあってはならない。

　風呂の外に用意しておいた高圧洗浄機を手に取る。

　ラベルには「人体に向けて使わないで下さい」と英語で書かれている。

　マゾは人ではないのだから、問題ない。

　彼の血の気が引いてゆく顔に向かって、スイッチを入れた。

　彼はメイド用の風呂場は狭いというのに、転げまわってのた打ち回った。

　痛がった。

　泣きわめいた。

　なぜか許しを乞う声まで絞りだすように、叫んでいた。

　無駄なのに・・・。

　背中を流すという言葉があるが、男は本当に女に背中を流して欲しいものらしい。

　転げまわって、のた打ち回った最後に彼がとった体勢は土下座のようでもあり、後頭部を抱え込むように丸くなったポーズだった。
　これだと背中しか洗浄できない。

　仕方なしに、高圧洗浄機のスイッチを切る。

「立て。

　５秒だけ待つ」
　彼はそのままの体勢で泣いてしまった。

　子供のように。

　情けなく。

　恥も外聞もなく。

　嗚咽を漏らして泣いてしまった。

　

　貧弱。

　あまりに貧弱。

　

　私は、高圧洗浄機の口を彼の眉間につけた。

　スイッチを入れる。

　彼はその瞬間、横に飛び跳ねた。

　跳ねるように飛んだ？

　どちらでも良い。

　言葉は問題ではなく、結果が問題。

　私は彼の顔を洗い損ねた。

　彼はますます体を丸めて、うずくまってしまう。

　・・・。

　どうやら私は、男を御するのに向いていないらしい。

　しかし洗えませんでした、というわけにも行かない。

「立て。

　もう抵抗できないように、意識を失わせてから洗う。

　一瞬だけだ。

　痛むのは一瞬だけ。

　起きろ」

　彼はそれでも頑として動かなかった。

　そこで、私は以前メイド長が私に出した意地悪な賭けを思い出した。

「分かった。

　もう立たなくて良い。

　ただし私と賭けをしろ。

　もしも私が負けたら、お前は自由にここで体を洗わせてやる。

　しかし私が勝ったら、お前は言う通りにしろ。

　お前は負けてもどうせ失うものがない。

　私は誇りを失う。
　それだけだ」

　彼は私が怖いのかガクガクと震えていたが、それでも私を見た。

　そして「賭け？」と震える顎で何とか発音した。

「そうだ。

　勝負は簡単。

『なけ』。

　もしも、お前がなけたらお前の勝ちだ。

　しかしなけなかったら・・・私の勝ち」

　

　彼は私の提案に頷いた。

　馬鹿な男。

　もうこの時点で私は勝ったというのに。

　彼は、堰を切ったように泣く。

　泣く。

泣く。

泣く。

自分の不幸を呪うように。

自分の痛みを訴えるように。

自分の全てを癒すように。

無様に。

無様に。

だがこれは彼の責任では無い。

無様に泣くよう、あるいは鳴くよう仕向かれた、勝てるはずのない賭けなのだ。

ひとしきり泣き声を。

男の泣き声を堪能させてもらってから、私は告げた。

「私の勝ちだ。

　約束だ。

　立て」

　彼はわけがわからないといった顔をしていた。

　かつての私と同じように。

「私は『鳴け』といった。

　お前が犬のように鳴くのか、豚のように鳴くのか楽しみにしていた。

　上手く笑わせてくれたら、お前の勝ちでも良かった。

　しかしお前は、『泣いた』。
　マゾに泣く権利など無い。

　持ち主である女ご主人様の許可無しでは・・・」

『犬や豚のように鳴いたのなら、あれは「泣け」という意味だった。

本気で辛いのなら、泣けるところを見せてみろ、という意味だった』
そう言えばいいだけ。

愚かで。

馬鹿げていて。

下品な。

勝てるはずのない賭け。

彼はその賭けに負けた。

だから私は彼の髪を掴んでそのままぶら下げるように持ち上げた。

そして、彼の体を高圧洗浄機で洗う。

彼は叫び声をあげ続けたが、無視した。

　ほとんど綺麗になっただろう。

　だから、もう一度湯船に彼を沈めた。

　風呂あがりは彼の臀部に、お嬢様の好みの香水を一吹き。

　男性用の香水をお召しになるお嬢様だ。

　彼がその香りなら、お喜びになるだろう。

　彼は私からタオルを受け取って体を吹いている間、ずっと私におびえていた。

　怖い人間だと認識されたようだ。

　もう第一印象は取り返せない。

　

　しかし、彼はそれだけの男ではなかった。

　５分もすると、彼は申し訳なさそうにタオルを捧げるように両手で持って、返した。

　他では見たことのない、男の服従という名の純粋さが滲み出た所作だった。

　私はそれだけで、それまでの彼の評価を覆した。

　貧弱。

　馬鹿。

　弱い。

　そういう評価はそのまま残るが、それ以上に男独特の服従心と服従心から滲み出る仕草。

　可愛らしいと・・・、そう思ってしまった。

「お嬢様の部屋までは、お姫様抱っこで連れてくるよう命じられている」

　私がそう言うと、彼は私の前に立った。

　逃げようとも、嫌がろうともせずに。

　私は不思議でたまらなかったので聞いてしまった。

　お嬢様の持ち物に、不用意な質問をしたと思う。

　あの時そうでなかったら、私はこんなに沢山のお仕置を受けないで済んだだろう。
　しかし、はっきりと言える。

後悔はしていない。

「なぜ、逃げようとしない？　怖いのだろう？」

　彼は少し言葉を選んでからこう返事をした。

「怖いです。逃げたいです。

でも、これ以上怒って欲しくないです・・・」
貧弱と彼を評したのは、撤回する。

これがお嬢様の気になるマゾか。

意外だ。

　とても意外だった。
　今まで見たどの男にも、こんなタイプはいなかった。

　貧弱で愚かで馬鹿なくせに、逃げれるとかそんな甘い考えを持っているのが男。

　奥様の執事、ジイヤがその典型だ。

　貞操帯で縛られて７年。

　毎晩何とかしてオナニーしようとしていることを私は知っている。

　愚かな男に逃げ場など無い。

　与えるはずもない。

　ましてやそれが奥様やお嬢様のような真性のサディストなら尚更。

　分かっていても、逃げ出したい男の性。

　そういうものだと思っていた。

　なるほど。

　学園の女生徒が――。

　お嬢様が――。

　あの担任が――。

　皆が彼を欲しがるのも頷ける。

　これは・・・、良い物だ。

　股間が疼く。

　最高に、悶えたくなる。

　本当に良い物だ。

　よく理解できた。

私は彼を全裸のまま、お姫様抱っこをしてお嬢様の寝室に向かう。

途中何人ものメイドたちが彼の、男とは思えない情けない姿を見てクスクスと笑う。

普段なら彼女らのことなどなんとも思わない。

しかしこの時だけは違った。

最高に良い気分だ。

自分の抱えている男が、他の女に欲情されているというのは気分が良い。

彼女たちはクスクスと笑って彼をあざけることでスカートの中の秘部を濡らしているのだ。

彼女たちは彼を低く扱いたいのではない。

低く扱って、自分が精神的な欲求を満たしたいのだ。

彼をどうにかするのが目的ではなく、自分のための手段として彼をどうにかしたいのだ。

そう理解してからは、一番彼の近くにいて、一番彼を辱めている私こそが一番の気がしてならない。

それがなんともいい気分。

他を出し抜いたような、とてもいい気分だった。

私は寝室に向かう足が自然と遅くなっていくのが自分でも分かった。

しかし、送り届けないわけには行かない。

感じてしまう。

名残惜しさを。

感じてしまう。

もっと近くでもっと色々したい、という欲望を。
だからこそ、手早く機械的にドアをノックした。

そうでないと、何かに心を絡め取られてしまいそうだったから。

お嬢様が裸でベッドの上にいらしたのを見た時、私は生まれて初めてお嬢様に嫉妬した。

羨ましさよりも、悔しさが募った。

だからかも知れない。

いつまでも部屋にいようとしてしまった。

罰は厳しいものになるだろう。

覚悟しなければならない。

私は、お嬢様の所有物。

私の人生は、お嬢様の所有物。

私は、お嬢様のメイド。

過ぎた真似をしたのなら、当然お仕置きが待っている。

《第二章》

　告白する。

　私はお嬢様の寝室を覗いた。

告白する。

　部屋の外にある中庭の茂みから寝室を望遠鏡で覗いた。

　告白する。

　そこには私には見せたこともないような笑顔で楽しげに嘲笑うお嬢様と、悶え苦しみ射精してしまう彼がいた。

　告白する。

　腹ワタが煮えくり返るという言葉の意味を体験した。

　告白する。

　あれは嫉妬だった。

　お嬢様への嫉妬の炎で私は、焦がれ、おかしくなってしまったのだと。

　告白したい。

　彼に「好きだ。結婚を前提に付き合って下さい」と。

　ふられても構わない。

　大好きだと告げたい。

　悶々としながら彼との再会を待った。

　お嬢様を学校にお送りする車では会えず。

　学校の廊下では見かけたが、近づけず。

　教室で彼を紹介されたが、担任のしたことを想像しただけで気が狂いそうになった。

　そんな私に昼休み、ようやくチャンスが来た。

　無論そこにたどり着くまでの授業中、彼をクラスの女達が構わないはずもなく。

　それなりの一悶着はあった。

　話したくないわけではないが、話すのは辛い。

　お嬢様とこれ以上、対立したくない。

　どうかその話は、他の女に聞いて欲しい。

　
　実は私は、昼休みに花壇の手入れを任されている。
　用務員の仕事と思う事なかれ。
　学園では親が払える学費と成績に応じて生徒には仕事が割り振られるのだ。

ただし成績優秀者と、親が払った学園の寄付の額が一定を満たしていれば仕事は無い。

　否、仕事が無いわけではない。

　用務員の代わりに働く落伍者の仕事っぷりに対して評価を下す権利が与えられる。

　廊下の埃を見つければ、落伍者に命じて清掃をやり直しさせることが出来る。

　落伍者は尽くさなければならない。

　当然の義務なのだろう。

　私は奥様に拾って頂き、お嬢様にお仕えする身。

　親はいない。

寄付金などあるはずも無い。

　成績はお嬢様の足元にも及ばず、学年でも決して優秀な方ではない。

　下から数えたほうが早いだろう。

　よって私は昼休みの間という元来食事に使う時間を削って、ただっ広い中庭の整備をしなければならないのだ。
　落ち葉の掃き掃除。

　土の管理。

　害虫の駆除。

　花の手入れ。

　そして最も大変な、水巻き。

　土を流さず、花に適量水を撒くのは意外と難しい。

　何度も土が花壇から石畳に流れてしまい、「やり直し」を見知らぬ女に命令される。

　これが辛い。

お嬢様以外の人間に命令されることは思いの外屈辱で、許せないことだった。

　だからいつも水撒きは慎重に行う。

　しかし、今日はいつもとは勝手が違う。

　そう。

　授業中の一悶着で、私は彼をどうにか半独占することに成功したのだ。

　

　私は、台車に彼を載せる。

　後ろ手に縛り上げ、目隠しをし、足はＭ字開脚。

　マゾチ○コが正面からはっきりと見えるように縛った。

　無論、縄は粗めの麻縄。

　触るだけで棘とさえ思える固めのささくれが皮膚に痛みと縄の硬さを伝える。

　きつく縛るのは素人のすることだ。

　Ｍ男子を、彼を愛していない人間のすることだ。

　縛り上げる前に縄を濡らしてから、少し余裕を持って縛る。

　動けないように、且つ血流を圧迫しないように。

　縄を濡らした理由は、この青空にある。

　晴れた天気で、濡らしてまま縛ると縄が乾燥して締まってゆく。

　荒縄は洗ったら相当に引っ張り伸ばした状態で干さないと、縮れてしまうのだ。

体を縛ったまま縮れる程締まったら、どうなると思う？

縄が締まってゆく様を肌で感じながら―。

「何処まで絞まるのか？」

　そう怯えながら―。

　ただただ、縄を解いてもらうのを待つことしか出来ない。

　正直それほど大事に思えないマゾに対してこれを実行するのはオススメしない。

　なぜなら縮れた縄は使い勝手が悪く、捨てることになるケースが多いからだ。

　しかし私は、彼のためなら縄の１つや２つ気にしない。

　彼を目隠しした理由はこれだ。

　何処まで締まってゆくか分からない怖さを感じながらも、目視することが出来ない。

　縄をきちんと見ることが出来ない。

　見たからどうなるというものでもないが、 “見れない ”恐怖は縛られて吊るされる恐怖と同じだ。

　吊るされて受け身が取れないまま、地面に叩き落されるかもしれない。

　あの恐怖と同じ。

　恐怖はそのまま執行者、つまり私への服従につながる。

　私しか彼を助けられないからだ。

　手は特に厳重に縛った。

　間違えて外れるようなことがないように。

　

閑話休題。

水撒きに話を戻そう。
もう私が彼をここに連れてきた理由は、分かるはずだ。
私はこの中庭に彼の “おしっこ ”を撒くつもりなのだ。

無論、導尿カテーテルも忘れてはいない。

不良のレッテルを貼られた女生徒への懲罰用だから、女用の導尿カテーテルだが問題は無いと思う。

私は保健室でそれを手に入れて、彼を運んだ。

中庭までの距離はそれほど無い。

しかし徐々に締まってゆく荒縄が彼を心底怯えさせ、私に縋りつきたく強要し、服従を強いるのには十分な距離だった。

私があえていつもよりゆっくりと時間をかけて歩いたせいもあるだろう。

結果、他クラスの女生徒たちまでもが廊下で彼の痴態を見つけ、キャッキャッと喚き、騒ぎ、これみよがしに彼を値踏みし、嘲り、嘲笑う。

彼が勃起するには十分な環境が整っていた。

どうやら彼は、晒し者に晒されたり、複数でナニカをされることに極端に弱いようだ。

私は十分に彼のマゾチ○ポが勃起したのを確認してから、中庭の花壇の前で台車を止めた。
そして彼に囁く。

「声を上げても構わん。

　しっかり出せ。

　さあ、お漏らしの時間だぞ」

「え？」

　彼はそう聞き返した。

　私は彼の声で、彼がこれから自分に起こることを何も悟っていないことを理解した。

　無論、教える必要もない。

　私に目隠しをされたら、何をされるかわからない。

　その恐怖が私に対する服従につながるのだから。

　

　私はギンギンに勃起した彼のチ○ポを左手で握りこみ、右手で彼の尿道に導尿カテーテルを突き刺した。

　痛がる彼の声。

　小動物が痛みを訴えるような、甲高い声。

　そして喉の奥を引き絞ったような男特有の声。

　私は笑った。

　声には出していない。

　顔にも出していない。

　お嬢様のお言葉通り、私は無表情なままの鉄面皮な女なのだ。

　しかし笑った。

　心の中だけで、ニヤリと。

　それが自分でも記憶に残るくらい強い、心からの笑いだった。

　嬉しくてたまらなかった。

　

　そしてやや間を置いて、溢れだす黄色いマゾのおしっこ。

　私は導尿カテーテルの根本。

　つまりは彼のチ○ポを、子供のおしっこを親があやすように左右にピッピッと振って、おしっこの噴出される方向をコントロールした。
　無論花壇のためではない。

　彼に “子供扱いされている ”そう心と体で理解させるためだ。

　事実、彼のギンギンおチ○ポはより硬くなった。

　

しかしここで問題が起こる。

硬くなったことでおしっこの出が悪くなってしまったのだ。

勃起しすぎて、尿道が狭くなってしまったのだろうか？

腹立たしい。

“出来の悪いマゾを持つと、女主人は苦労する ”
　誰かがそう言っていたが、正にその通りだ。

　しかしこの手間も楽しいと思わないとバチ当たりというものだろう。

　私は彼の耳元で再度囁くことにした。

「ほ～ら。

　左にシーシー。

　右にシーシー。

　遠くにも飛ばしまちょうね～❤」

　自分でも似合わないことをしたと思う。

　しかし彼はそんな私がお気に召したようだ。

　蕩けるような吐息の後、バッキバキのオチ○チンは半勃ち状態になり、十分な尿道を確保した。
そして、黄色い噴水はタップリと、花壇に撒かれた。
『私があやすかのような幼児言葉で話すと、恐怖で勃起していたはずの彼は安心してオチ○チンをしぼめてしまう』
これは私にとって大きな、収穫だった。
これからは日常的に彼を脅し、恐怖のどん底に堕としてから、小馬鹿にしたような幼児言葉であやす。

そうすることでこんなにも彼をコントロール出来る。

出来てしまう。

私は、所有欲とか物欲というものがよく分からなかったが、この瞬間初めて。

ようやく初めて理解できた。

コントロールできて初めて、所有欲は満たされるのだ。

おそらく物も同じだろう。

マゾも物もコントロールできて初めて、楽しめる。

お嬢様がアレほど買い物をお好きな理由は、新しく所有欲を満たしてくれる物が手に入るから。

そういうことなのだろう。

これは、やはり私にとって大きな収穫だ。

私は彼の足に、彼の出したおしっこが掛からぬよう手を添えて、彼の足をより開こうとした。
そしてそうなってからようやく気がつく。

彼は他ならぬ私自身が縛り上げたせいで、足をこれ以上開くことが出来ず、同時に閉じることも出来ないのだと。

私の予想以上に荒縄が締まっていた事も認めなければならない。

もう少し緩んでいたのだから、足はもっと開けるはずと荒縄の“締り ”を軽く見た私が悪い。

しかし締まってしまった以上、どうしようもない。
私の手の中で荒縄はミチミチと音を立てて、締まってゆく。
「縄が締まってゆくのに、黙って耐えていたのか？

　偉いな」

　私がそう言って、彼の頭をくしゃくしゃと撫でてやると、今度は彼のマゾチ○ポが硬くなった。

　どうやら『褒める』という行為と『あやす』という行為は似て非なるものらしい。
　マゾチ○ポが真逆の反応を示す。

　しかし顔は、彼の表情は同じように蕩けている。

　・・・やはり男というものは御し難い。

《第三章》

　そう思っていた矢先だった。

　襲撃とも呼べるそれは、突然に起こった。

　知った顔が３人ほどまっすぐ私と彼のそばに来る。

　成績上位者と寄付金の多い者たちだ。

　幸いその３人の中に、お嬢様はいなかった。

そして彼女らは落伍者である私を見下ろすように顎を前に突き出して、こう言った。

「ちゃんと掃除してるのぉ～？

　はい、チェックタ～イム♪」

　３人は私の掃除した落ち葉や花の手入れや雑草の草抜きなどには目もくれず、彼に手を出した。

　当たり前のように。

　まるで自分のものが如く。
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「止めて下さい。

　今、彼は私が独占権を持っているはずです。

　掃除用具として彼を使っている以上、手を出すのはルール違反です」

　私の言葉に、は？ と一人が威圧的に聞き返してからこう言葉を続けた。

「だ～か～ら～。

　その掃除用具をチェックしてあげてるんでしょ？

　言っとくけど、掃除用具を壊したり傷つけてたら、アンタ。

　彼の前で、同じように導尿カテーテルだからね？
彼だってこれ以上おしっこ出ないでしょうから、アンタがおしっこ撒くことになるのよ？

カ、レ、の、マ、エ、で・・・❤」

　

　私は一瞬、彼女らの傲慢さに殴りかかりそうになってしまった。

　無論実際に殴りかかったわけではない。

　日頃から心と身体を分離してお嬢様にお仕えしているので、体はピクリとも動かなかった。

　しかし、殴りたいという心だけは私の胸の中でモヤッと膨れる。

　それが私を、なんとも嫌な気分にさせた。

　

「分かった？
　アンタみたいな、貧乏人は黙って従えばいいのよ。

　金魚のうんこの癖に。

　生意気禁止ぃ～♪」

「ちょっと彼、まだおしっこ漏らしてるぅ～❤」

「やだぁ～❤

　ほっぺをつねっちゃお～

えいっ！」

一人は彼の柔らかくて、白く、純心なほっぺをまるで持て余した大福で遊ぶかごとくつねり、捻り、ねじり、ほっぺごしに彼の歯を指先で感じながら嘲笑う。

一人は彼の耳元で、

「ね？　

今夜あたしの部屋に来なよ。

足の裏からおマ○コまで舐めさせてあげるから❤　

おマ○コ舐めたことある？

奥の奥まで下を入れたら、気持ち良いよ？」

そう誘惑した。

無論、気持ち良いのは彼ではなく、舐めてもらう側の女だ。

一人は彼の太ももの滑らかさと、すべすべの無垢な肌を、まるで子猫の頭を撫でるかのように撫で回して、彼の肌のキメ細かさを愉しんだ。
一方私は無言で、彼の未だに出続けるおしっこを花壇に撒く。

悔しいがここでの私は、弱い立場。

逆らえない。

ましてや彼と同じ姿でお仕置きされるなど、絶対に彼にだけは見られたくない。

幻滅されたくない。

今は唯我慢。

我慢。

彼のおしっこが止まった時、３人の傲慢な襲撃は終わった。

正確には、彼のおしっこが終わらせたわけではない。

彼のおしっこが止まった時、お嬢様と担任が中庭にいらしたのだ。

そして３人にこう言った。

「フェアじゃないんじゃない？

　競争して勝ったのは、仄火でしょ？

　なんでアンタたちが、彼をいじりまわしているのよ。

士道不覚悟だわ」

　この学園のオーナーであり、理事長の娘であるお嬢様は無論この学園の覇者だ。

　誰も逆らわない。

　誰も挑まない。
　そして、担任。

　お嬢様以外の生徒全員に対して、お仕置き権を持つ女。

　二人は腕組みをして、並び立っていた。
　３人は逃げることも出来ずに、その場で凍りつく。

　

　二人の強権力者が、３人にいくつかの罰を宣告している時私は、心底お嬢様の正大さに感謝した。担任の平等さに感謝した。

　そして見てしまった。

　先程までおしっこが漏れていたはずのカテーテルの先から、白いゼリーがこぼれている所を。

　それは私ではなく、ましてや３人組である筈もなく、お嬢様と担任に起因する射精だということを、私は誤魔化すことが出来なかった。

　認めなければいけなかった。
仮題４　
射精の飛距離。

如何に男を操れるかの、いわば女の腕の見せ所。

　精液を遠くに飛ばした所でなんの意味があるのか？という疑問はいささか馬鹿げている。
　いくら１００メートル走を疾く走れても、ライオンどころか愚鈍な熊からも逃げきれるものではない。

　しかし女は疾走る。

　なぜなら美しいから。

　駆けてゆく女は、いつだってそれだけで美しい。

『陸上の女子選手に恋したことは、男なら誰だってある』

　先々月の「美人画報　失敗しないマゾ採集のコツ特集」にもそう書いてあった。

　駆け抜ける女は、それだけで美しい。

　それと同じだ。

　

　誰よりも遠くまで、まるで飛ぶような射精を男に強制する。

　これは美しい。

　その行為自体がもう美しい。

　だから、男がいくら「もう出ません」と喚いても、なんとしても一番遠くまで飛ばしたい。
　私だってそう思う。

　だから私の生徒に挑戦させる。

　その上で私は、全ての私の生徒に勝つ。

～やっぱり、先生には勝てません。彼は先生のもので、間違いないですぅっ！！～

　

　そう言わせるのだ。

　さぁ、大人の女として・・・。

　男の御し方を見せつけねば。
《第一章》
「さて・・・一時間目は・・・、数学？
　私の授業だけど、まぁ今日はいいわ。

　さて、皆さん。

　この時間を使って、リクレーションをします。

　みなさんの大半がこの学園で幼稚園からエスカレーター式に上がってきた生徒です。

　つまりは年頃の男子とはほとんど接触を持ったことがありません。

　ですので、今日の一時間目は授業よりも男子との付き合い方を覚えましょう」

　私の言葉をこれほどまともに、生徒が耳を傾けてくれたことは初めてだった。

　生まれて初めての快感。

　きちんと話を聞いてもらうって、ものすごい快感なのだ。

「センセ～！

　レクレーションって何をするんですか？」

「人は相手の喜ぶことを出来て初めて付き合いができるのよ。

　男子が一番喜ぶこと・・・。

　それは女子に射精させてもらうことです」

　キャ～、という歓声の中、彼は私を見て慌てたように首を横に振る。

　そうだろうな。

　彼の考えていることは分かる。

　同い年の女の子の見ている前で代表の誰かに、あるいはこの私に一度しか抜かれないのはきつかろう。

　だから私はそんなことは求めない。

　全員から、抜いてもらえ。
「勘違いしないでね」

「・・・え？」

私は彼の肩を抱き、そう囁いた。
そして彼と私の生徒たちに告げる。

「今から、女子全員で彼に射精をさせましょう。

　一人一回づつですよ？

　ただそれだけだと面白く無いので、誰が一番精液を遠くまで飛ばせるかで勝負です。

　一番遠くまで彼の精液を飛ばすことが出来た人には、今日の昼休み。
　彼を独占する権利を上げます。

　皆さん頑張ってね❤」

　怒涛のような歓声の中、彼は私に肩を抱かれたまま、全裸で震えていた。

　うふふ。

　それはそうだろう。

　クラス全員の女子。

　総勢４０人。

　一人一回でも、４０回の射精。

　普通は無理だ。

　だが無理では済まさない。

　私も、そして今日から毎日顔を合わせる女子も許さない。

　マゾごときを射精させられなかったなどと、女にしてみればトラウマものだ。

　そんなことは女を崇拝するマゾなら、絶対に許せないだろう？

　誰を許せない？

　自分自身を、だ。

　女性の思うがままに、それも大好きな射精を出来ないなんてありえないよな？

　一生悔やむことになる？
　そんな甘いもんじゃない。

　このクラスに居る間、ずーっと射精させられなかった女子に睨まれ、恨まれ、嫌われるのだ。

　いびられると言っても良い。

　いびられて、いじめられる毎日だ。
　

　だが私は、その程度でマゾに対する手を緩めるつもりなど無い。

　もしもマゾとしての本分を全うして４０回射精できたとしても・・・。

　一番になれなかった女子はどう思う？

　

―なぜ、彼は私の時に一番遠くまで飛ばさなかったの？―

―一番気持ち良くさせてあげたでしょう？―

　

　そう思うのだ。

　そう落胆し、凹み、悲しむ。

　その負の感情は、どうなる？

　決まっている。

　自分より明らかに立場が弱く、いくら辛くあたっても誰にも非難されない人間に向かってゆく。

　つまり、他ならぬマゾ男子自身に向かってゆくのだ。

　毎日毎日、女子からいびられる。

　辛く当たられる。

　結局、逃げ道など無い。

　どうあっても、どうあっても。

　マゾは女子から酷い扱いを受けるのだ。

　

　そう。

私は２重に罠を張った。

　何故かは言わなくても分かるだろう？

　私が彼を独占するため。

　私が一番なら、他の女子生徒は全員負け犬。

　負け犬生徒の中で私の目論見に気づき、彼を大切に扱うのはせいぜい２，３人だろう。

　残りは全員彼に辛く当たる。

　つまり彼の争奪戦に負ける。

　私は、出し抜けるのだ。

　最低でも３８人のライバルを・・・。
　だから白々しく「皆さん頑張ってね❤」と告げたのだ。

《第２章》

「さて、ではその方法ですが・・・。
　彼を今から先生が縛ります。

　縛られた彼を立たせたままで、他のクラスメイトに見えるような形で射精させて頂戴。

　道具は先生が一通り用意しました。

オナホ、浣腸器、バイブ、ムチ、こんにゃく、ローション、唐辛子。

あるいは、みなさんの手を始めとする体もＯＫとします。

　いいですね？

　くれぐれも他の生徒に見えないような形で射精させてはいけませんよ？
　彼が射精する所を、全員で鑑賞するのも、目的の一つですからね？」

「先生。

　なぜ、彼の射精を全員が鑑賞する必要があるんですか？」

「良い質問です。

　答えは簡単ですよ？

　男という生き物は何度も何度も恥ずかしい姿を見られ続けた相手には、心理的に上に立てません。

　いわゆる頭が上がらない、逆らえないという状態です。

　男子はいつでも誰でも、女子に対してそういう態度をとるのが義務のようなものです。、

　今日から毎日彼はこのクラスで最大限恥をかいてもらいますが、皆さんに対して万が一にも歯向かったり自分が対等だと勘違いさせないために、一人一回射精。全員に射精する所を目視してもらう。
　これがこのレクレ―ションの目的の一つです。

　分かりましたね？」

「は～い」

　ふむ。

　珍しく全員が理解を共有できたようだ。

　

「でも先生縛る必要があるんですか？」

「予言しておくわ。

　いえ、予告かしらね。

　彼は必ず、泣くわ。

　そしてせっかく射精させてもらえるというのに、暴れる。

　あ、もちろん暴れるというのは縛らなかった時の話よ。

　縛られているなら、もがく。

　そう、もがくでしょうね。

　縛っておくのは、あなたたち女子を守るためよ。

　彼を守るためでもあるかな。

万が一怪我でもさせたら、彼は自殺してしまうだろうから。

　でもね？

そうだと分かっていても。

彼はもがいてもがいて、なんとか快楽から逃げようとするわ。

　射精することでしか、終われないことも彼は分かっているのに。

『もう出ない～、もう出ない～』って言いながら必死でもがく。

だから、皆さん。

出来るだけ彼を激しく、してあげて。

出来るだけ強く印象に残るようにね❤」

「せんせ～。

　順番は～？

　席順ですか～？

　出席番号順？

　多分ですけど、そのルールだと先になればなるほど、有利ですよね～？」

「そうね。

　素晴らしい読みだわ。

　その通りよ。

　男子は、最初は結構ちゃっちゃっと元気よく射精するわ。

　でも、だからこそ逆に、最後の方は射精すること自体相当に難しいと思うわ。

　というか本当に出ないかも。

　最後の人はそうね。

　射精させることが出来ただけでも、凄いと思うわ」

「・・・」

　女生徒の沈黙。

　ようやくこのゲームのルールが理解できたようだ。

　そう。

　まさかマゾごときを射精させることも出来ないなんて、処女の女子高生ならある意味当たり前なことでも、・・・プライドが許さないだろう？

　当たり前だと思う。

　私も同じ気持だから、分かる。

　今の、この年齢の私でも同じ気持ちなのだ。
　青春真っ盛りの女子がそんなことになって、我慢出来るはずもない。
　だから、女子は恥をかかないよう必死で彼のイチモツを扱く。
　必死で扱く。

　彼が痛かろうが、泣こうが、喚こうが。

　

　私は生徒全員に聞こえるよう彼に言った。

「これで死ぬ程しごいてもらえるわよ？

　良かったわね？」

　彼は涙目になって震えていた。

　私の胸を締め付ける表情で、ただただ震えていたのだ。

　

「でも先生。

　それだと最初の人がチョー有利なんですけどぉー」

「そうね。

だから、最初は私がやるわ」

生徒全員、は？って顔をしてから、勘の良い生徒から順に「やっぱりね」って顔をしていったわ。
当たり前じゃない。

彼は私のもの。

彼の首輪が見えないのかしら？

私が彼の腕を腰の後ろで縛っているその時だったわ。

あの女が。

理事長の娘で私の天敵が。

そうよ。

金髪、蒼眼のあの女。

未華子が文句を垂れたの。

「ちょっと！

　おかしいわ。

　そんなの納得出来ない！」

「そうね。

　貴方からすれば納得出来ないかもね。

　成績、寄付金。

　どれもクラスのトップ。

　普通なら貴方から始めると思うわよね？」

「そうよ！

　それに彼は私のもの！

　勝手に共有しないでもらえる？」

「あら？

　それは理事長の意志かしら？

　違うわよね？

　私も理事長にはその辺、抜かりなく聞いているわよ？

　彼はクラスの一生徒。

　今は誰も、独占所有しているわけではないわ。

　先生としては、クラスが出来うる限り平等であるべきだと思うわ。

　もちろん、成績や素行、寄付金などで順位がつくのは仕方がないとしてもね
それとも彼と学校に来る前にセックスでもしたのかしら？

不純異性行為は、理事長の娘であっても厳罰よ？」

クスクス。

バレてないと思って？

貴方が彼と遊んだせいで、私は待ちぼうけだったのよ？

ここまではっきりと“それ ”を匂わされても、言い訳できない。

クラスの信用ガタ落ち。

ざまぁみろ。

彼は返してもらう。

　さ、言い返してご覧なさい。
　クスクス。

「・・・」

「・・・先生」

　未華子の沈黙に私が良い気分になっていたのに、割って入った女がいた。

仄火だ。
　この女も厄介。

　むしろ未華子よりも頭が切れる分、余計に。

「何かしら？」

「先生の言い分は理解しました。

　しかしお嬢様の言い分も受け入れるべきです。

　つきましては、彼がしている首輪。

　登校時はしていなかったはずの首輪を外して下さい。

　校則では、男子に首輪着用の義務がありません」

「ちょっと待ちなさい。

あなた、登校前に彼に遭ったの？」

「はい。

　偶然、交差点で。
お嬢様もその時、お会いになっただけです。

路上で不純異性行為などありえません。

ましてや、登校時間の通学路でセックスやら、キスなど出来るはずもない。

目撃者でもいますか？

いませんね？

憶測で事実かのように言うのは、フェアではありません。

今朝彼と私達が出会ったことは、あくまで偶然です。

その際お嬢様が彼をひと目でお気に召して、なにか問題が？」

「・・・・偶然・・・ねぇ？」

「それから」

「それからっ？！
　まだ何かあるの？」

「はい、先生。

　彼は全裸にして下さい。

　首輪を含めて、完全に脱がすべきです」

「は？

　なぜ？」

「男の責め処は、なにも性器だけではありません。

　乳首も。

　あるいはお尻も。

そして首筋だって、性感帯だというマゾもいます。

　なら順番の最初の人間と最後の人間は彼の乳首を始めとして彼のペニス以外を責める権利を保有すべきです」

「はぁ？？？

　待ちなさい。

　一〇〇歩譲って、彼を全裸にして性感帯何処をいじってもいいのは分かるわ。

　でもそれはその順番の人が、でしょ？

　なぜ最初の人間と最後の人間だけが・・・。

他の誰かが彼のマゾチ○ポを責めている間、彼の乳首とかを責める権利があるの？」

「最初の人間、つまり先生の後、最初に彼に射精させる人間は、先生以外に指針となる人間がいません。
順番で誰が一番有利になるか・・・それは最初の人間でも次の人間でもありません。
彼の射精するポイントが分かった以降、全員の人間です。
もっとも、最後の人は残りカスしか残らないでしょうが・・・。

　つまり、最初の人間と最後の人間は圧倒的に不利です。

　彼を上手く、コントロール出来ないかもしれない。

　それでは彼を受け入れることができません。

　仲を取り持つためにも、最初の人間と最後の人間は彼の乳首を、レクレーション期間中好きにいじる権利を保有すべきです」

「・・・・・・」

　そうだった。

　仄火という生徒は・・・。

　こういう理屈をこねてくる相手だった。

　勉強こそ出来が悪いが、地頭は他を圧倒する。

　頭一つ抜き出てるとか、他より優れているという次元ではない。

　文字通り、圧倒している。

　間違いなく、世に出て成功するのはこの女・・・なのだろう。

　悔しいことに。

仄火の言い分は百パーセント詭弁だが、反論の余地がない。

私は何も反論できなかった。
そしてその場にいる誰もが反論できなかった。

　本当に、本当に悔しいことに。
　私は仄火の意見を受け入れないわけに行かなかった。

　私だけではない。
　クラスの女生徒全員がその提案を受け入れないわけには行かなかった。

「で？

　誰が最初の人で、誰が最後の人？」

　仄火が立て直した形勢に乗っかっただけの未華子の言葉に、私は舌打ちをしてしまった。

　他の誰かに聞こえただろうか？

　大きな音になっていたかもしれない。
「分かっているでしょう？

　最初は未華子さん。

　貴方よ。

　それから・・・。

　最後は貴方よ。

　仄火さん」

　
　私は彼の首輪を外した。

　悔しくて、悔しくて。

　手も腕も震えていた。

　後で聞いた話によると、足も震えていたらしい。

　きっと顔は、・・・まるで鬼のようだったのだろうな。

　
　
《第３章》

　彼の首輪が外されると、つまんで欲しくてたまらないのか、彼の乳首がぷっくり勃起した。

　恥ずかしげもなく。

　いや、恥ずかしそうにギンギンに乳首が勃起した。

　普段ブラでもつけているのだろうか？

　そう周囲に勘ぐりをさせてしまうような、擦れていない、純ピンク色の乳首。

　その場にいた女、全員が元来であれば見てはいけない、男の秘部を見てしまったような気分になったことは間違いない。
　無論、私もその一人だ。

　しかしリアクションというか、反応は真っ二つにわかれた。

　一つは、見てはいけないモノだと分かっていてもついつい見てしまい、 “悪いこと ”に手を染めてしまったような感覚に浸る者。

　誤解の恐れがあるのできちんと明言しておくが、このリアクションをする者は罪悪感に苛まされるような、そんな素振りを見せた者などいない。

　むしろそういった物をスパイスに彼の乳首っ勃起を楽しんでいたのだ。

　そしてもう一つのリアクション。

　男の乳首を見慣れた者のリアクションだ。

　彼女らのリアクションは、私の想像と違った。

　きっと、「はいはい。知ってますよ。男子の乳首ね？　こんなもんですよ」といった顔をするだろうと思っていたのだが・・・。

　実際は、彼女は歓声を上げた。

　嬌声といって良い。

　コンサートで、お目当てのロックスターが出てくると分かっているのに、開演と同時に歓声を上げる。
　そんな感じの声だ。

　想像以上に彼の乳首が美しかったせいか、あるいは男の乳首を見たことのある人間であっても彼クラスの上物に対しては、飢えていたか。

　私としてはどっちでも良い。

　乳首と連動するように、彼のマゾチ○ポが膨れ上がってゆく。

　文字通り膨れるように大きくなり、亀頭が上を向いて上がってゆくのだ。

　その様はさながら私達処女にとって、ショーだった。

　マゾの、デモンストレーション。

　美味しそうだと、思わないほうがおかしい。

　美味しいに違いないのだから。

　

　先ほど宣告したとおり、私が彼の射精４０連発の最初の人になった。

　無論、教師という立場上、一番遠くまで飛ばしたからといって彼を昼休み独占できるわけではないが。

　そして厄介なことに、彼の両脇には未華子と仄火。

　

　彼が声を上げて痛がっているのに、ニヤニヤと笑いながら未華子は更に乳首を引っ張った。

　仄火はもっと悪い。
　未華子よりも強く、相当に強く。

　彼の乳首を引っ張った。

　そして二人の豊満な胸が彼に密着する。

　彼の前で膝をついて、彼のチ○ポを擦り上げる私としてはなんとも腹立たしい光景だった。

　そして仄火の目論見通りに。

　彼は私が２、３度撫でただけで。

　本当に軽く撫でただけで。

　亀頭の裏や、カリを撫でることもなく。

　ただ竿を、付け根から亀頭に向かって撫でただけで・・・。

　射精しやがった。

　考えてみれば当たり前のことだ。

　私のような愛してくれる女に触れられれば。
　あるいは豊満な胸しか無い能なし女二人に、同時に乳首を摘まれながら。

　三点同時責めなどされたら・・・。

　クラスの女子全員にその姿を観られながら・・・。

　３人の崇拝すべき女性様から、手コキなどされたら・・・。

　マゾなら、一瞬で射精しないはずがないのだ。

　本物のマゾなら・・・。

　そして彼は・・・、本物だった。

　

　私は内心激怒していた。
　当然だ。

　こんなに早く射精するバカが居るか。

　もう少し楽しませろっ！！！
　しかし周囲の、生徒の反応は真逆だった。

　～あんな一瞬で。～
　そんな態度。
　拍手でもしそうな勢いだ。

　心底驚いたって顔を、女生徒全員がしていた。

　無論、彼の乳首を引っ張る未華子も仄火も同様。

　こんなに簡単に出るものなのか・・・。

　そんな顔をしていた。

　

　もしかしたら未華子も仄火もすでに彼を射精させたのかもしれない。

　その上でこの驚きようなら、まぁそこまで私は怒る必要もないだろう。

　私はわたしの思っていた形とは違う形となったが、それでも私に対する生徒たちの印象は、私が思い描いていた通りになったはず。
　私はフフンと鼻を鳴らしてから彼のお尻を、まるでメジャーリーガーがするように、パシーンッ！と音が鳴るように叩いてから、生徒たちに告げた。

「さ。

　次は貴方よ。

　未華子さん。

　さっさと済ませて。

　彼は、みんなが射精させたいのよ。

　あまり待たせるのは良くないわ」

　あたしは、「フンだ。見たか！　アンタに出来るの？　このくらいのことが！」そういう嫌味で言ったのだが、以外にも未華子は普段のピーキーな性格とは裏腹に、とても落ち着いていた。

　そして彼女は彼の陰茎に触れると、いきなりなんの前置きも無しにぎゅっと握りこんで、強引に上下にしごいた。

　あれは、無理矢理という言葉が最も適切。

「痛いです！　痛いですぅ！！」

　そう喚き散らす彼の口の中に未華子は今の今まで陰茎を握っていた指を突っ込んで、指フェラをさせた。

　何も文句を言わせないように、口を封じたつもりなのだろう。

　事実、それは上手く行った。

　彼はおしゃぶりを見つけた子供のように。

　あるいはしゃぶるべきおチ○ポを見つけたメスのように。

　恍惚と、未華子の指をしゃぶっていたのだから。

　そして空いている方の手で。

再び強引に。

無理矢理に。

力強くしごく。

　

傍で見ていて、正直ハラハラした。

当然だろう。

この後三九人も残っているのに、最初の方の人間がこんなに強くしごいたら、最後は血まみれになってしまう。

いつかはそういうプレイもいいけど、今はその時じゃないはず。

それなのに。

いきなりの力任せ。

ギチギチという音が聞こえてきそうな、パワフルなシゴキ。

そんなしごき方で、彼が気持ち良いと思うはずがない。

そう思っていた。

でもそれは間違いだった。

痛いと気持ち良いが同居していたのだろう。

一瞬彼が、上を向いて「あへっ」と声を漏らしたかと思うと、ドクドクとカウパー液が垂れていく。
私の時とは違う反応。

まるで未華子の手を楽しむかのような、反応。

分かっている。

彼が意識的にそうしているわけではないことぐらい。

二回目の射精は一回目よりも、享楽的だということだってマゾの雑誌で見た。

でも我慢できない。

彼の肉体が素直にそう反応していることが。

それじゃ、まるで・・・私よりも未華子の方が良いみたいじゃない。
ミチミチと音を立てそうに扱く手が止まる。

未華子は彼の口に入れていた指を、まるでマ○コに突っ込んだチ○ポみたいにピストン運動させた。

扱く手と同じように激しく、前後させる。

彼のその時の表情は、まるで子供に無理矢理歯磨きをさせられたようなそんな感じだったけど・・・。

嫌がるように顔を背けようとしているのに、口を閉じることが出来ず、顎を下げたままで、恍惚としていた。

時折「ほふっほふっ」って声が漏れるのがムカつく。

未華子は彼の舌を指で摘むと、そのまま口の外まで引き出して、
「あたしが良いと言うまで、舌は出しておきなさい。

　勝手に仕舞ったら殺すわよ」

　そう言った。

　まるで廊下に立たされることを命令された生徒を叱る時の私のように、そう言った。

　彼が必死で舌を伸ばしていることでも上下関係は明確。

　そのことを彼自身も理解したのだろう。

　勃起したチ○ポがビクビクと、求めるように。

おねだりするように。

・・・震えていた。

　未華子は彼のチ○ポを見ると、そのまま彼の前でクルンと振り返ってそれ以上何もしなかった。

　もう分かっていたのだ。

　これ以上何もしなくて良いと。

　彼は、もう射精すると。

　実際そのまま彼はまるで漏らすように、射精してしまった。

　しかも精液は私よりも飛んだ。

　量も多く。

　飛距離も高く。

　最後までチ○ポをいじることもなく。

　完璧に彼の心と肉体をコントロールした。

　私が観ても見事な、射精術だった。

　私よりも見事な射精術だった。

　もしも自分よりも見事な手コキを見せられたら、私はきっと落胆するだろう。
　そう思っていたのだが、実際そうはならなかった。

　ただ未華子を見なおしたし、称えるべきだと思った。

　犯すのはチ○ポではなく、心。

　大勢の前で指フェラをさせて、その舐めたばかりの舌を晒し者にする。

　晒し者にされると興奮してしまう彼ならではの対策だ。

　

　私は気がついたら、蕩けていた。

　私だけではない。

　その場に居るほぼ全員が、蕩けていた。

　こういうやり方もあるのかと。

　素直に認めよう。

　手コキは、射精の飛距離での勝負は私は負けたのだと。

《第４章》

　

　生徒達は代わる代わる彼のチ○ポをしごき続けた。

　ある者は、未華子の真似を。

　ある者は、優しく愛でるように。

　ある者は、ビンタをして彼の興奮を無理矢理に上げて。

　もちろん何回か射精はした。

　しかし５人目辺りから、カウパー液とも言えないような透明な液体しか出なくなった、

　

　当然だ。

　普通に考えて５回も盛大に噴射したら、十分だろう。

　動物としての性行為なら、女子のマ○コの中に精液を吐き出すとき５回も写生したのなら、お腹いっぱいといった所だろう。

　

　だがそれは普通の男女の話。

　マゾはそれでは許さない。

　許されない。

　

　６人目以降は、オナホ、ムチ、浣腸など私が持ってきた道具を万人がありとあらゆる手段で射精させようと試みた。
　精液が出ようが出まいが。

彼がどんなに喚こうが。

　苦しんで痛がろうが。

　関係ないとばかりに、こすって。

　シゴキにしごき続けた。

　彼は、苦しんだような顔をするだけじゃなく、頭を上げに振ったり、腰を折ってチ○ポを隠そうとしたり。

　無論そんなことは許されるはずもなく、強制的にチ○ポは、いじりやすいように引っぱり出される。

　そしてまた強力無比なオナホ攻撃が待っている。

　浣腸を何度もされているのでお腹も痛むだろう。

　ムチで何度もお尻を叩かれているので、私が朝叩いた時よりも彼のお尻は真っ赤に腫れあがっている。

　挙句の果てに、彼の乳首は未華子、仄火という女に摘まれて、引っ張られたままだ。

　辛くないはずがない。
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　私は精液が出ようが出まいが、一人ひとり飛距離をボードに書き込んだ。

　出なかった、というよりも出させることが出来なかった生徒は、飛距離「０」だ。

　実際、４回目の射精の際からほとんど飛距離などというものは無いと言って良い。

　だからそれほど不満を持つ生徒はいなかったように見える。

　むしろ、初めて男の生のチ○ポをいじれて満足した生徒がほとんどだった。

　彼女らは思い思いに。

　例えば、チ○ポに怒りを込めてしごく者。

　母性とも言えるような優しげな笑顔を浮かべたまま、強烈に、力強くオナホで擦りまくる者。

　そういうノリで楽しんでくれたのだと思う。

　もしも彼に褒められる所があるとすれば、それでも勃起を続けたところだ。

　無論、最後の方は勃起したりしなかったりだったが、それでもなんだかんだで勃起はしたし、性液以外の透明な液体は、放出してくれた。

　それだけで十分、女生徒は満足できたのだ。

　しかし満足できないであろう人物が一人。

　最後の最後に回された仄火だ。

　彼女の成績や寄付金を考えると最後は当然なのだが、彼女自身はそうは思っていないらしい。

　自分はきっちり彼のチ○ポから濃くて白い精液を取り出す。

　そんな目をしていた。

　“目 ”と言ってもいつもどおりの無表情なのだが・・・。
　仄火の番になる頃にはクラスのほとんどは、彼よりもスマホをいじり始めていた。

　実際、飽きてきた頃だと思う。

　彼だって、文字通り精魂尽き果てて動けなくなっていた。

　抵抗することも、もがくことも、声を上げることもできなくなっていた。

　体力を考慮すればむしろ、今までよく持った方だろう。

そんな中、仄火は最小サイズの注射器を取り出した。

針の付いていない、５センチ程度の注射器だ。

主に、鼻の穴などに薬剤を流しこむ際に使う医療器具の一つ。

仄火はこれを、彼のチ○ポの先。

つまりは尿道に突き立てた。

無論中は空気も入っていない真空状態で、注射器の先を無理矢理に尿道に挿したのである。

尿道プレイというもの学園でも、性教育の授業で教えるが、まさか半勃起のチ○ポに突き立てるとは思わなかった。

そして彼の顔を、頬を撫でてから仄火はこう言った。

「もう出そうとしなくて良い。

　出したいと思わなくても良い。

　ただ、されるがままでいろ」

　仄火は、おぞましいことに。

　そのまま注射器の押し子を引いた。

　なんの遠慮もなく、なんのためらいもなく。

　ゆっくりと。

　

「止めてぇええええええ！！！！！！！！！！！！

　お願いします！！！！！

　なんでもします！

　なんでもしますからっ！！！！！

　引き抜かないで下さいっ！！！！！！！！！！

　止めてぇええ！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　その危険性を彼も認識したのだろう。

　必死で仄かに哀願していた。

　しかし。
　仄かは止めなかった。

　無視した。

　彼の意志を。

　

　まず最初に出てきたのは、彼のおしっこだった。

　それも止められない。

　彼はヒグヒグと泣き始めている。

　なにせ小さい注射器だ。

　彼のおしっこの全てを受け入れられるはずもなく、すぐにおしっこは注射器の押し子を押し出して、おしっこがダダ漏れに床に漏れた。

　

　私や未華子、そして他生徒達は唖然としてそれを見ていた。

　まさかそんなことをするとは夢にも思っていなかったからだ。

　初日でいきなりそこまでするとは思っていなかったからだ。

　クラス中に生暖かい、おしっこ特有の香りが漂う。

　

　まだ止まらない。

　どれくらい出したのだろう？

　普段自分がどのくらいおしっこを出しているのか意識したことなどなかったが、こんなにも出るものなのだろうか？

　そう思うくらいに出続けた。

　仄火の上履きなどおしっこまみれで、半分浸水していると言って良い。

　それでも、おしっこは止まらなかった。

　２分、いや３分は出続けただろうか。

　脱水症状に似たような顔色で彼は、なんとか立っていた。

　ほとんど未華子に乳首を摘まれているので立っていられている。

　そんな印象。

　ようやく彼のおしっこが止まると、仄火はなんでもないように彼のおしっこまみれの注射器を抜き、押し子を再度注射器に装填した。

　そして、なんの迷いもなく再度彼のチ○ポに、尿道にそれを突き立てた。

「ちょっ！

　もう辞めてあげなさい。

　もう無理よ。

　これだけおしっこが出たのよ？

　もう無理だわっ！！！」

　私の意見には一切、耳を貸さず仄火は押し子を引く。
　ゆっくりと、迷いなく。

　押し子のゴム部分がメモリの３つ目を超えた辺だろうか。

　彼の本能が、弾けるように叫んだ。

「なんでもするからぁあああ！！！！！！！！！！！！

　もう止めてぇええええええええええええええ！！！！！！！！！！！！」

　断末魔が如きその声が途切れた時、彼のチ○ポは私達の常識から外れたモノを出した。

　出るはずのない精液を、出したのだ。

　

　注射器の中に間違いなく、精液が。

　濃くて、ドロドロとした。

　固形に近い精液が出た。

　多分、それは精巣にあった精子ではないだろう。

　今正に、陰嚢で製造されていた、製造途中の精液だと思う。

　でなければ、ありえない。

　あれだけおしっこを出したのだから尿道にこびりついていた精液ではないはずなのだから。

「・・・本当に、精液だわ」

　

　未華子は仄火の注射器の中身を観てそう言った。

　心底驚いたようだった。

　仄火以外の女は全員驚いた。

　出せるはずのない精液を、出したのだ。

　いや、無理矢理に引き出した。

　絞り出したのだ。

　仄火はそれを、未華子が飛ばさせた精液のはるか先で、ぴゅっぴゅっと注射器から、押し子を押して、放出した。

「私の優勝で宜しいですね？」

「ル、ルール上では・・・ね」

　私は認めないわけには行かなかった。

　昼休みの独占権は彼女に与えないわけには行かなかった。

　いかに遠くまで彼の精液を飛ばせるかの勝負。

　精液自体に仄火が触れたわけではないのだから、文句のつけようがない。

　そしてこの時になってようやく未華子は気がついたようだった。

　仄火も彼を狙っているということに。
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